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2９ 

明
治
期
の
ビ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
、
東
洋
経
済
新
報
編
集
『
明
治
金
融
史
』
は
、
Ｈ
「
資
力
薄
弱
」
で
あ
り
、
ロ
い
ざ
と
い
う

と
き
再
割
引
に
出
せ
な
い
「
第
二
流
以
下
の
手
形
」
を
扱
い
、
口
「
銀
行
の
取
引
先
を
撹
乱
」
し
銀
行
と
の
あ
い
だ
に
安
定
し
た
関
係

を
も
ち
え
な
か
っ
た
と
、
一
一
一
つ
の
根
拠
を
掲
げ
て
「
其
事
業
は
全
く
失
敗
史
」
で
あ
っ
た
と
手
厳
し
い
評
価
を
下
し
て
い
誼
明
治
一
一
一

四
年
金
融
恐
慌
後
の
数
度
の
低
金
利
Ⅱ
遊
資
の
累
積
、
そ
れ
に
と
も
な
う
コ
ー
ル
市
場
と
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
の
創
生
・
展
開
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
日
本
の
ピ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
は
第
一
次
大
戦
に
至
る
ま
で
そ
の
未
熟
さ
、
限
界
を
払
拭
し
え
な
か
っ
た
。
明
治
期
の
日
本
信
用

は
じ
め
に

第
一
章
第
一
次
大
職
期
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
の
経
営
軌
讃
〒
－
－
そ
の
多
様
化

蕊
二
軍
艤
立
潮
コ
ー
ル
市
場
に
お
け
る
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
ー
コ
ー
ル
プ
ロ
ー
ヵ
‐
の
新
参
入

第
三
章
創
設
期
手
形
割
引
市
場
に
お
け
る
ピ
ル
プ
亘
‐
カ
ー
Ｉ
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
・
〈
ウ
ス
ヘ
の
途

お
わ
り
に

は
じ
め
に

第
一
次
大
戦
期
短
期
金
融
市
場
の
発
展
と

ビ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
経
営
軌
道

露
見
誠
良



3０ 
機
構
は
未
だ
公
開
Ⅱ
市
場
原
理
に
支
え
ら
れ
た
割
引
市
場
、
証
券
市
場
を
も
た
ず
、
勃
興
す
る
コ
ー
ル
市
場
も
銀
行
間
の
直
接
的
融
通

機
構
と
い
う
極
め
て
素
朴
な
一
次
的
な
性
格
を
超
え
え
な
か
っ
た
。

日
本
信
用
機
構
が
か
か
え
る
未
熟
さ
、
限
界
は
、
第
一
次
大
戦
期
の
未
曽
有
の
蓄
積
に
よ
っ
て
突
破
さ
れ
、
日
本
の
金
融
市
場
は
新

た
な
可
能
性
へ
む
け
て
勃
興
・
再
編
の
波
に
呑
承
こ
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
大
戦
期
に
お
け
る
巨
大
な
遊
休
貨
幣
資
本
の
全
国
的
な

湧
出
・
蓄
積
は
、
一
方
で
五
大
都
市
を
中
心
と
す
る
全
国
的
な
コ
ー
ル
市
場
の
形
成
を
促
し
、
厚
承
と
拡
が
り
を
主
し
た
コ
ー
ル
市
場

は
、
勃
興
す
る
割
引
・
証
券
市
場
あ
る
い
は
貿
易
金
融
機
関
と
の
間
に
新
た
な
資
金
交
流
の
回
路
を
附
き
つ
つ
あ
っ
た
。
日
本
の
コ
ー

ル
市
場
は
、
こ
こ
に
本
格
的
な
確
立
期
を
む
か
え
、
よ
り
高
次
の
本
格
的
な
金
融
市
場
の
構
築
へ
む
け
て
多
様
な
可
能
性
を
ば
ら
糸
、

議
動
を
開
始
す
る
に
至
っ
た
。
コ
ー
ル
・
手
形
。
証
券
・
貿
易
金
融
を
大
き
く
つ
つ
む
急
激
か
つ
混
沌
と
し
た
市
場
形
成
が
は
ら
む
、

そ
の
多
様
な
可
能
性
と
限
界
は
、
金
融
市
場
の
転
轍
器
と
い
う
べ
き
ビ
ル
露
フ
ロ
ー
カ
ー
の
経
営
軌
道
の
う
ち
に
直
裁
に
現
わ
れ
る
。

日
本
の
金
融
市
場
に
お
い
て
、
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
は
証
券
現
物
商
と
な
ら
ん
で
、
辺
境
領
域
に
活
動
の
場
を
与
え
ら
れ
た
限
界
的
な

金
融
主
体
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
ビ
ル
ブ
ロ
ー
ヵ
ー
が
市
場
原
理
に
も
と
ず
く
金
融
市
場
形
成
の
先

端
的
ト
レ
ー
ガ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
格
的
な
開
か
れ
た
金
融
市
場
の
形
成
に
と
も
な
っ
て
ビ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
は
限
界
点
か

ら
軸
点
へ
と
そ
の
位
侭
を
移
し
て
ゆ
く
。
そ
れ
ゆ
え
金
融
市
場
の
勃
興
の
な
か
で
ビ
ル
．
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
描
く
経
営
軌
道
に
照
単
を
あ
わ

せ
て
、
そ
の
移
行
を
追
行
す
る
な
ら
ば
、
形
成
途
上
に
あ
る
金
融
市
場
の
可
能
性
と
限
界
、
そ
の
構
造
の
あ
り
よ
う
が
浮
き
彫
り
に
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
視
角
か
ら
、
こ
の
小
論
で
は
、
ま
ず
大
戦
期
ビ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
市
場
競
争
の
態
様
を
、
そ
の
新
参
入
・

分
業
化
・
兼
業
化
な
ど
の
多
角
的
な
動
き
の
な
か
か
ら
明
ら
か
に
し
、
そ
の
経
営
軌
道
の
う
ち
に
胎
胚
す
る
多
様
な
可
能
性
を
析
出
す

る
。
そ
の
う
え
で
、
膨
張
い
お
じ
る
し
い
短
期
金
融
市
場
に
お
い
て
、
寡
占
的
な
閑
さ
れ
た
取
引
空
間
が
ピ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
の
発
展
軌

道
を
大
き
く
制
約
す
る
と
い
う
、
大
戦
期
金
融
市
場
の
基
底
に
働
く
櫛
造
力
学
を
照
射
す
る
。
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大
戦
前
コ
ー
ル
市
場
は
大
阪
を
舞
台
に
、
藤
本
・
増
田
・
奥
山
の
一
一
一
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
が
他
を
圧
し
そ
び
え
て
い
た
。
そ
の
後
大
戦

期
コ
ー
ル
市
場
の
驚
く
べ
き
膨
張
の
な
か
で
、
多
く
の
新
規
参
入
に
よ
っ
て
多
様
な
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
が
現
わ
れ
、
活
力
あ
ふ
れ
る
市

場
競
争
が
展
開
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
一
方
で
、
東
京
に
柳
田
・
山
根
・
早
川
・
多
福
。
武
田
、
大
阪
で
は
司
城
・
上
田
・
瀬
戸
・
赤

崎
・
古
座
谷
中
村
・
植
松
・
三
木
な
ど
の
ビ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
続
女
参
入
し
、
他
方
で
は
神
田
・
小
池
・
大
阪
野
村
・
日
本
信
託
銀
行

な
ど
証
券
市
場
と
コ
ー
ル
市
場
を
つ
な
ぐ
諸
銀
行
が
活
動
を
開
始
し
た
。
コ
ー
ル
市
場
へ
の
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
を
中
心
と
す
る
集
中
的

な
参
入
に
よ
っ
て
、
ビ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
経
営
軌
道
は
大
き
く
変
貌
を
と
げ
て
い
っ
た
。
大
戦
期
に
お
け
る
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
の
蓄
積

（
１
）
 

Ⅱ
経
営
軌
道
の
変
貌
を
浮
き
彫
り
に
す
る
た
め
に
、
き
〈
ず
手
は
じ
め
に
主
要
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
の
簡
単
な
経
営
比
較
か
ら
始
め
よ
う
。

大
戦
期
ピ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
経
営
の
実
態
を
伝
え
て
く
れ
る
資
料
は
著
し
く
乏
し
い
。
第
一
表
は
大
正
七
年
東
西
両
コ
ー
ル
市
場
に
お

け
る
主
要
ビ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
の
コ
ー
ル
取
引
を
一
望
し
う
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
次
の
よ
う
な
大
戦
期
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ

ー
の
経
営
軌
道
を
め
ぐ
る
二
つ
の
変
貌
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
の
変
貌
。
東
西
コ
ー
ル
市
場
に
お
け
る
主
要
な
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
は
、
藤
本
・
塒
田
・
奥
山
・
柳
田
・
山
根
・
司
城
・
上
田
か

ら
な
る
。
そ
の
う
ち
藤
本
・
増
田
・
奥
山
が
大
戦
前
か
ら
の
自
己
計
算
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
で
あ
っ
た
。
最
も
長
い
伝
統
を
誇
る
藤
本
ピ

ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
な
か
で
も
小
ガ
リ
バ
ー
の
如
き
大
き
な
位
置
を
占
め
た
が
、
藤
本
に
増
田
・
奥
山
を
加
え
た
自
己
計
算
ピ
ル
プ
ロ
ー

カ
ー
の
比
重
は
大
き
く
低
下
し
た
。
柳
田
・
山
根
・
司
城
・
上
田
な
ど
仲
介
の
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
は
、
東
西
両
市
場
に
お
け
る
総
コ
ー

ル
吸
収
高
の
四
割
、
コ
ー
ル
放
出
高
の
実
に
七
割
を
占
め
る
に
至
っ
た
。

（
１
）
『
明
治
金
融
史
』
（
『
東
洋
経
済
新
報
』
臨
時
増
刊
四
八
一
号
）
「
ピ
ル
ブ
ロ
ー
ヵ
ー
の
発
達
」
二
一
、
一
一
頁
。

第
一
章
第
一
次
大
戦
期
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
の
経
営
軌
道
ｌ
そ
の
多
様
化
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第１表大正７年東西コール市場の主要ピルプロ カー年間コール取扱滴

（万円）
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８
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０
 

62.0 
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0 

大
正
７

38.7 

38.7 

計 100.01231,772100.0 42.8 

本
田
田
根

藤
増
柳
山

228,683151.277.658 26,8 151,025 96.7 66.0 

16,0 
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42.7 

5,113 

０ 

０ 

３
 

０
 

３
０
０
 

123,952127.8123.952 

6１，８７２１３．９６１ 8721 

3091 

21.3 
年１京

446,447,100.0 計 290.3 100.0'156 1381100.0135.0 

｜合計’988,190600,2801387,910139.3
1）東京については，日銀「東京コール市場概観」（大正８年12月）『日本金融史
資料明治大正編』第24巻，大阪については日銀大阪支店「大阪二於ケルコール
取引状況」（大正８年12月）『大阪支店特別報告（金融)』（自大正７年至全10年）
より作成。

2）司城・上田については，その詳細が不明ゆえ,日銀報告による推定を掲げた。

大
戦
前
コ
ー
ル
市
場
は
大
阪

を
中
心
に
狭
い
範
囲
に
限
ら
れ

て
い
た
た
め
、
藤
本
・
増
田
・

奥
山
の
自
己
計
算
ビ
ル
プ
ロ
ー

ヵ
ー
の
制
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
自
己
運
用
比
率
も

低
く
半
ば
コ
ー
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー

の
性
格
を
と
ど
め
、
ピ
ル
プ
ロ

１
カ
ー
と
ラ
ン
ー
ー
ン
グ
・
ブ
ロ

ー
カ
ー
の
共
存
Ⅱ
分
業
関
係
は

未
だ
象
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ

ゆ
え
大
戦
期
に
お
け
る
ラ
ン
ニ

ン
グ
・
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
登
場
と

活
躍
は
、
ビ
ル
プ
直
－
カ
ー
の

経
営
軌
道
に
お
い
て
注
目
す
べ

き
一
大
変
貌
に
他
な
ら
な
か
っ

た
。仲
介
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
の
活
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雌
が
第
一
の
変
貌
と
す
れ
ば
、
第
二
の
変
貌
は
自
己
計
算
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
自
体
の
う
ち
に
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
大
阪
コ
ー
ル
市

場
に
根
拠
を
お
く
戦
前
か
ら
の
自
己
計
算
ビ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
は
、
コ
ー
ル
取
扱
高
に
お
い
て
未
曾
有
の
膨
張
を
遂
げ
た
。
拡
大
の
テ
ン

ポ
は
藤
本
Ｖ
増
田
Ｖ
奥
山
と
先
発
の
藤
本
が
最
も
大
き
く
、
舞
台
を
大
阪
か
ら
東
京
へ
ひ
ろ
げ
な
が
ら
、
増
田
が
奥
山
を
抜
き
、
先
行

す
る
藤
本
を
追
う
と
い
う
激
し
い
競
争
の
も
と
で
高
成
長
が
達
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
拡
大
は
単
に
量
的
膨
張
に
と
ど
ま
る
も
の
で

は
な
く
、
自
己
運
用
比
率
の
上
昇
と
い
う
経
営
軌
道
そ
の
も
の
の
変
貌
を
と
も
な
っ
て
い
た
。
大
正
三
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
自
己
運

用
比
率
は
、
大
阪
市
場
に
お
い
て
藤
本
四
割
二
分
か
ら
八
割
八
分
、
増
田
一
一
一
割
一
分
か
ら
四
割
七
分
、
奥
山
五
割
か
ら
六
割
二
分
へ
と

上
昇
し
て
い
る
。
東
京
市
場
で
も
藤
本
は
大
正
四
年
頃
仲
介
か
ら
自
己
計
算
へ
転
じ
た
あ
と
、
七
年
に
は
六
割
六
分
を
達
成
し
、
増
田

も
五
年
五
月
支
店
を
開
い
た
あ
と
七
年
に
入
っ
て
自
己
計
算
へ
転
じ
た
。
そ
の
結
果
、
年
間
の
自
己
運
用
資
金
は
大
正
七
年
墹
田
が
三

億
円
、
奥
山
が
二
億
円
を
上
廻
わ
り
、
自
己
運
用
比
率
八
割
に
迫
る
藤
本
は
大
阪
で
一
八
億
円
、
東
京
で
一
五
億
円
、
あ
わ
せ
て
実
に

一
一
一
三
億
円
の
高
き
に
の
ぼ
っ
た
の
で
あ
る
。

藤
本
・
増
田
・
奥
山
か
ら
な
る
明
治
四
○
年
代
以
来
の
自
己
計
算
ピ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
は
、
大
正
七
年
の
一
年
間
に
七
三
億
円
の
コ
ー

ル
を
東
西
両
市
場
か
ら
吸
収
し
た
が
、
そ
の
う
ち
半
ば
を
コ
ー
ル
と
し
て
再
放
出
し
、
残
る
三
八
億
円
を
自
己
運
用
資
金
と
し
て
手
形

あ
る
い
は
証
券
に
投
じ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
高
い
自
己
運
用
比
率
は
も
は
や
単
な
る
ピ
ル
ブ
ロ
ー
ヵ
ー
を
脱
し
つ
つ
あ
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
歴
大
な
自
己
運
用
資
金
が
如
何
な
る
資
産
に
投
下
さ
れ
た
か
、
そ
の
分
析
を
も
た
な
い
い
ま
、
旧
来
の
自
己

計
算
ピ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
の
経
営
軌
道
が
単
な
る
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
か
ら
超
出
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
予
想
す
る
仁
と
ど
ま
ざ
る
を
え
な

い
◎ 

以
上
、
第
一
表
を
検
討
す
る
な
か
か
ら
、
第
一
次
大
戦
期
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
の
市
場
編
成
に
二
つ
の
構
造
変
化
が
生
じ
つ
つ
あ
っ
た

こ
と
を
見
出
せ
る
。
大
戦
前
の
主
要
ピ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
は
自
己
計
算
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
自
己
運
用
比
率
は
低
く
、
半
ば
コ
ー
ル
プ
ロ
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す
る
。

－
カ
ー
を
包
摂
す
る
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。
大
戦
期
コ
ー
ル
市
場
の
飛
躍
的
拡
大
の
も
と
で
、
旧
来
の
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
は
自
己
運

用
比
率
を
高
め
ビ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
以
上
の
も
の
へ
超
出
し
、
他
方
こ
れ
ま
で
定
着
し
な
か
っ
た
仲
介
の
ラ
ン
ー
ラ
グ
・
ブ
ロ
ー
カ
ー
が

勃
興
し
、
定
着
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
出
さ
れ
た
二
つ
の
構
造
変
化
が
一
時
的
か
つ
部
分
的
な
現
象
に
と
ど
ま
ら
な
い
と

す
る
に
は
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
よ
り
立
ち
入
っ
た
分
析
を
必
要
と
す
る
。

第
一
の
構
造
変
化
を
め
ぐ
っ
て
ｐ
仲
介
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
の
勃
興
と
そ
の
定
着
の
全
容
は
、
統
計
上
の
不
備
な
ど
か
ら
明
ら
か
に
し

え
な
い
が
、
ビ
ル
プ
ロ
ー
カ
１
の
新
規
参
入
、
支
店
設
個
を
追
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
一
端
は
明
る
承
に
さ
れ
よ
う
。

大
戦
前
コ
ー
ル
市
場
は
大
阪
を
中
心
に
発
達
し
た
が
、
そ
の
中
心
に
藤
本
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
が
あ
っ
た
。
小
室
・
諸
井
あ
る
い
は
和

（
２
）
 

泉
・
宮
島
・
奥
山
・
植
松
・
増
田
な
ど
幾
多
の
参
入
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
戦
直
一
別
に
は
、
藤
本
・
増
田
・
奥
山
の
大
阪
系
自
己
計
算

ピ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
が
鼎
立
し
て
い
た
。
い
わ
ば
大
戦
前
は
自
己
計
算
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
の
時
代
で
あ
っ
た
。

大
戦
期
に
入
る
と
大
阪
か
ら
東
京
、
さ
ら
に
六
大
都
市
を
経
て
地
方
大
都
市
へ
と
コ
ー
ル
市
場
が
拡
大
し
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
東

西
両
市
場
を
中
心
に
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
の
新
規
参
入
・
支
店
開
設
の
波
に
見
舞
わ
れ
る
に
至
っ
た
。
大
戦
期
ピ
ル
ブ
ロ
ー
ヵ
ー
の
経
営

は
大
正
四
年
預
金
・
貸
出
金
利
協
定
と
大
正
七
年
末
預
金
金
利
協
定
を
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
す
る
二
つ
の
山
を
も
ち
、
ビ
ル
ブ
ロ
ー
ヵ
ー

の
参
入
も
大
正
五
年
と
休
戦
か
ら
戦
後
恐
慌
に
か
け
て
の
二
つ
の
波
を
う
つ
。

大
戦
前
東
京
に
支
店
を
も
っ
て
い
た
の
は
藤
本
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
先
行
す
る
藤
本
の
支
店
開
設
の
動
き
に
対
応
し
て
増
田
も
支
店

開
設
に
乗
り
だ
し
、
ま
ず
大
正
五
年
五
月
東
京
支
店
で
コ
ー
ル
仲
介
を
開
始
し
た
。
ほ
ぼ
同
時
期
に
大
阪
で
は
ラ
ン
ー
ー
ン
グ
・
ブ
ロ
ー

カ
ー
司
城
商
店
が
参
入
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
参
入
を
先
駆
と
し
て
大
正
七
年
以
降
ラ
ン
一
一
ソ
グ
・
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
参
入
は
本
格
化

自
己
計
算
ピ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
の
本
拠
地
大
阪
で
、
大
正
七
年
上
田
・
瀬
戸
、
八
年
赤
崎
、
九
年
伊
藤
・
植
松
・
三
木
商
店
と
た
て
つ
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づ
け
に
六
つ
の
ラ
ソ
ー
ー
ソ
グ
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
、
新
た
に
参
入
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
新
興
の
東
京
で
は
、
事
態
は
こ
れ
ほ
ど
明
瞭
で
な

い
。
大
正
七
年
増
田
東
京
支
店
が
仲
介
か
ら
自
己
計
算
へ
転
じ
、
ま
た
早
川
ビ
ル
ブ
ロ
ー
ヵ
ー
銀
行
、
武
田
割
引
銀
行
が
自
己
計
算
と

し
て
参
入
し
て
い
る
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
ブ
ロ
ー
カ
ー
と
し
て
は
明
治
一
一
一
一
一
一
年
設
立
の
柳
田
ピ
ル
ブ
ロ
ー
ヵ
ー
銀
行
が
再
び
活
動
を
開
始

し
、
ま
た
商
業
ビ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
銀
行
が
参
入
し
た
に
と
ど
ま
る
。
大
阪
で
の
参
入
が
仲
介
に
集
中
し
て
い
る
の
に
、
東
京
で
は
仲
介

と
自
己
計
算
の
同
時
参
入
と
い
う
姿
を
と
っ
て
い
る
の
は
、
東
京
市
場
の
歴
史
が
浅
く
全
く
の
新
興
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
と
は
い

え
東
京
に
新
た
に
参
入
し
た
増
田
・
早
川
ら
の
自
己
計
算
ビ
ル
ブ
ロ
ー
ヵ
ー
の
自
己
運
用
比
率
は
著
し
く
低
く
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
ブ
ロ

ー
カ
ー
の
参
入
と
い
う
色
彩
を
色
濃
く
も
つ
。

以
上
の
簡
単
な
概
観
に
よ
っ
て
、
大
戦
期
東
西
コ
ー
ル
市
場
へ
の
ピ
ル
ブ
ロ
ー
ヵ
ー
の
参
入
は
、
仲
介
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
が
主
流
で

あ
る
こ
と
、
そ
の
流
れ
は
大
正
五
年
既
に
顕
在
化
し
つ
つ
あ
っ
た
が
休
戦
後
の
大
正
七
年
以
降
本
格
化
し
た
こ
と
、
そ
の
変
貌
は
東
京

よ
り
も
む
し
ろ
大
阪
で
鮮
明
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
の
興
味
深
い
特
徴
を
見
出
し
う
る
。
そ
の
動
き
は
大
戦
前
の
自
己
計
算
ピ
ル
ブ
ロ
ー

カ
ー
か
ら
な
る
市
場
編
成
に
修
正
を
迫
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
自
己
計
算
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
と
仲
介
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
ブ
ロ
ー

カ
ー
が
併
存
す
る
と
い
う
新
た
な
市
場
編
成
へ
転
換
し
て
ゆ
く
。

第
二
の
構
造
変
化
。
自
己
運
用
比
率
の
上
昇
に
よ
る
自
己
計
算
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
の
超
出
・
変
貌
の
具
体
的
様
相
を
明
ら
か
に
す
る

に
は
、
よ
り
た
ち
入
っ
た
資
産
・
負
債
勘
定
分
析
を
必
要
と
す
る
。
こ
こ
で
は
第
二
表
と
し
て
、
大
正
八
年
末
に
お
け
る
五
つ
の
主
だ

っ
た
ビ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
銀
行
の
諸
勘
定
（
年
末
残
高
）
を
掲
げ
る
。
経
営
分
析
指
標
と
し
て
再
コ
ー
ル
比
率
・
再
割
引
比
率
・
有
価
証

券
比
率
に
着
目
し
な
が
ら
一
瞥
す
る
な
ら
ば
、
商
業
・
柳
田
・
早
川
・
増
田
・
藤
本
の
五
つ
の
ビ
ル
ブ
ロ
ー
ヵ
ー
銀
行
の
大
正
七
年
末

金
利
協
定
以
降
の
蓄
積
Ⅱ
経
営
軌
道
が
明
瞭
に
浮
び
上
っ
て
く
る
。

出
発
点
を
な
す
商
業
ビ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
銀
行
は
規
模
ｊ
も
零
細
で
あ
り
、
再
コ
ー
ル
、
再
割
比
率
と
も
に
一
○
割
の
純
然
た
る
仲
介
ビ
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ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
で
あ
る
。
つ
づ
く
柳
田
は
コ
ー

ル
残
高
二
、
三
千
万
円
の
規
模
に
達
し
な
が

ら
、
コ
ー
ル
マ
ネ
ー
以
外
の
借
入
金
を
も
コ
ー

ル
ロ
ー
ン
に
投
じ
、
手
形
の
大
半
を
再
割
引
に

廻
し
、
未
だ
仲
介
の
域
に
と
ど
ま
る
。
新
設
後

一
年
に
し
て
コ
ー
ル
残
高
二
千
万
円
を
達
成
し

た
早
川
は
再
コ
ー
ル
比
率
七
割
九
分
で
自
己
計

算
の
兆
し
を
示
し
て
い
る
が
、
手
形
取
引
の
規

模
が
小
さ
く
巨
大
な
コ
ー
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
と
呼

ん
だ
ほ
う
が
適
し
い
・

自
己
計
算
の
ピ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
と
し
て
は
、

増
田
・
藤
木
の
両
雄
を
挙
げ
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
墹
田
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
の
再
コ
ー
ル
比
率

は
七
割
七
分
で
あ
る
が
、
他
方
で
三
千
万
円
に

お
よ
ぶ
手
形
貸
付
を
も
ち
、
自
己
資
本
を
ふ
く

め
た
全
運
用
資
金
の
二
割
二
分
を
有
価
証
券
に

投
じ
て
い
る
一
」
と
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、

ピ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
か
ら
ポ
ン
ド
・
ハ
ウ
ス
へ
む
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大
正
八
年
末
全
国
総
コ
ー
ル
一
一
一
億
一
一
一
千
万
円
の
一
一
一
割
、
第
一
次
コ
ー
ル
供
給
二
億
二
千
万
円
の
五
割
を
占
め
る
こ
れ
ら
五
つ
の
ビ
ル

ブ
ロ
ー
ヵ
ー
銀
行
が
、
商
業
↓
柳
田
↓
早
川
↓
増
田
↓
藤
本
と
な
ら
ぶ
一
連
の
蓄
積
軌
道
を
描
き
つ
つ
あ
っ
た
｝
」
と
、
さ
き
に
糸
た
藤

本
・
増
田
・
奥
山
の
自
己
運
用
比
率
の
上
昇
は
、
そ
の
頂
点
で
割
引
商
会
（
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
・
ハ
ウ
ス
）
と
投
資
商
会
（
ポ
ン
ド
・

ハ
ウ
ス
）
へ
む
か
う
新
た
な
展
開
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
こ
こ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
藤
本
・
増
田
の
う
ち
に
未

分
化
の
ま
ま
現
わ
れ
た
割
引
商
会
あ
る
い
は
投
資
商
会
へ
む
か
う
二
つ
の
可
能
性
は
、
確
立
期
を
む
か
え
た
コ
ー
ル
市
場
が
、
勃
興
す

る
割
引
市
場
あ
る
い
は
証
券
市
場
と
新
た
な
資
金
交
流
を
開
始
し
た
こ
と
、
そ
の
回
路
上
で
積
極
的
媒
介
者
の
役
を
な
っ
た
の
が
、
藤

本
・
増
田
・
奥
山
な
ど
の
明
治
四
○
年
代
大
阪
に
起
点
を
お
く
自
己
計
算
ビ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。

ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
が
コ
ー
ル
市
場
と
割
引
市
場
あ
る
い
は
証
券
市
場
と
の
間
に
如
何
な
る
資
金
回
路
を
構
築
し
う
る
か
、
そ
れ
に
よ

っ
て
一
国
の
金
融
市
場
の
編
成
は
ほ
ぼ
決
ま
る
。
コ
ー
ル
市
場
が
－
－
１
１
ヨ
ー
ク
の
よ
う
に
一
証
券
市
場
と
連
関
す
る
か
、
あ
る
い
は
ロ

ン
ド
ン
の
よ
う
に
割
引
市
場
と
結
ぶ
か
、
あ
る
い
は
割
引
市
場
も
証
券
市
場
も
も
た
ず
銀
行
間
市
場
に
と
ど
ま
る
か
、
そ
の
方
向
性
に

よ
っ
て
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
の
市
場
編
成
は
決
ま
っ
て
く
る
。
こ
れ
ま
で
の
さ
さ
や
か
な
検
討
に
よ
っ
て
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
ブ
ロ
ー
カ
ー

の
広
汎
な
参
入
、
旧
来
の
ピ
ル
ブ
ロ
ー
ヵ
ー
の
割
引
・
投
資
商
会
化
と
い
う
両
方
向
に
む
か
う
ピ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
の
多
様
化
の
動
き
を

な分
い、
。－dL-

か
う
変
貌
の
兆
し
を
よ
ぶ
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
隔
絶
し
た
規
模
を
誇
る
藤
本
の
再
コ
ー
ル
比
率
も
七
割
二
分
に
と
ど
ま
る
が
、

五
千
万
円
の
手
形
貸
付
と
並
ん
で
四
千
万
円
に
お
よ
ぶ
手
形
割
引
を
擁
し
、
ま
さ
に
ピ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
か
ら
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
・
ハ
ウ

ス
へ
む
か
う
経
営
軌
道
上
を
進
糸
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
藤
本
ビ
ル
プ
巨
１
カ
ー
は
増
田
と
な
ら
ん
で
有
価
証
券
投
資
に
積
極

的
で
、
そ
の
規
模
も
一
一
千
万
円
を
こ
え
、
ポ
ン
ド
・
ハ
ウ
ス
へ
の
可
能
性
を
も
追
求
し
つ
つ
あ
っ
た
。
と
は
い
え
再
割
引
比
率
七
割
三

分
、
有
価
証
券
比
率
一
割
六
分
に
と
ど
ま
り
、
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
・
ハ
ウ
ス
の
途
も
ポ
ン
ド
・
ハ
ウ
ス
の
可
能
性
も
未
だ
端
緒
に
す
ぎ



3８ 
抽
出
し
え
た
が
、
問
題
は
こ
の
多
様
化
な
る
現
象
の
も
つ
意
義
す
な
わ
ち
そ
の
発
展
の
方
向
性
に
あ
る
。
こ
こ
に
大
戦
期
金
融
市
場
の

可
能
性
が
集
中
的
に
表
現
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ひ
と
つ
の
方
向
性
は
、
さ
ぎ
に
析
出
し
た
商
業
↓
柳
田
↓
早
川
↓
増
田
↓
藤
本
か
ら
な
る
一
連
の
蓄
積
軌
道
を
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
の

個
体
的
な
上
昇
転
化
の
発
展
軌
道
と
承
な
す
も
の
で
あ
る
。
自
己
運
用
比
率
の
上
昇
に
と
も
な
う
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
ブ
ロ
ー
カ
ー
か
ら
ビ

ル
プ
ロ
ー
カ
ー
へ
、
さ
ら
に
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
・
ハ
ウ
ス
あ
る
い
は
ポ
ン
ド
人
ウ
ス
ヘ
の
上
昇
転
化
が
つ
ぎ
つ
ぎ
可
能
で
あ
る
た
め
に

は
、
コ
ー
ル
・
手
形
・
証
券
の
各
市
場
が
拡
大
し
、
市
場
間
の
資
金
交
流
が
増
大
し
つ
づ
け
る
こ
と
が
不
可
欠
の
条
件
で
あ
ろ
う
。
大

引・投盗商会へむかう分業編成は中途で固定化し、さらには後退するであろう。、、
戦
期
金
融
市
場
に
お
け
る
ピ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
の
多
様
化
を
、
割
引
・
投
資
商
会
へ
の
自
己
計
算
ピ
ル
ブ
ロ
ー
ヵ
ー
の
推
転
↓
そ
の
空
隙

へ
の
ラ
ソ
ー
ー
ソ
グ
・
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
参
入
と
い
う
因
果
連
関
で
と
ら
え
、
そ
の
背
後
に
大
戦
期
金
融
市
場
を
貫
ぬ
く
旺
盛
な
上
昇
活
力

を
認
め
る
な
ら
ば
、
上
昇
転
化
の
力
学
Ⅱ
仮
説
は
妥
当
性
を
帯
び
て
く
る
。

逆
に
、
金
融
市
場
の
拡
大
テ
ン
ポ
が
緩
慢
化
す
る
に
し
た
が
い
、
割
引
・
投
資
商
会
へ
の
推
転
・
牽
引
力
は
衰
弱
し
、
ビ
ル
プ
ロ
ー

カ
ー
の
上
昇
転
化
力
も
影
を
ひ
そ
め
る
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
変
貌
は
終
り
を
告
げ
、
コ
ー
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
、
ピ
ル
ブ
ロ
ー
ヵ
ー
、
割

大
戦
期
に
急
激
に
現
わ
れ
た
ピ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
多
様
Ⅱ
分
業
化
の
波
が
さ
ら
に
展
開
す
る
か
、
あ
る
い
は
一
時
的
現
象
に
終
る

か
、
そ
の
帰
趨
は
大
戦
期
コ
ー
ル
市
場
の
上
に
勃
興
す
る
割
引
市
場
と
証
券
市
場
の
展
開
と
そ
の
相
互
の
盗
金
交
流
の
あ
り
よ
う
に
規

定
さ
れ
る
。
次
に
、
大
戦
期
金
融
市
場
の
変
貌
の
な
か
で
、
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
の
経
営
軌
道
が
如
何
な
る
矛
盾
Ⅱ
限
界
に
逢
着
し
つ
つ

あ
っ
た
か
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
。

（
１
）
ピ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
あ
る
い
は
コ
ー
ル
市
場
史
の
唯
一
の
文
献
と
し
て
は
短
資
協
会
編
『
短
資
市
場
七
十
年
央
』
（
昭
和
四
一
年
）
が
あ
る
の
み
。

（
２
）
『
大
和
証
券
帥
年
史
』
（
昭
和
三
二
年
）
に
掲
げ
ら
れ
た
巻
末
年
表
に
よ
る
。
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大
戦
期
に
お
け
る
ラ
ン
ー
ラ
グ
・
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
登
場
と
そ
の
活
躍
の
諸
契
機
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
確
立
期
コ
ー

ル
市
場
に
お
け
る
市
場
取
引
の
レ
ヴ
ェ
ル
ま
で
下
向
し
て
市
場
競
争
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
東
西
市

（
１
）
 

場
に
お
け
る
コ
ー
ル
取
引
方
法
の
変
遷
と
い
う
半
ば
技
術
的
な
こ
糸
入
っ
た
検
討
か
ら
は
じ
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

日
本
に
お
け
る
コ
ー
ル
取
引
方
法
は
、
明
治
四
○
年
代
東
西
間
で
統
一
化
の
途
を
辿
っ
た
。
そ
の
骨
格
は
双
方
コ
ー
ル
の
確
立
に
あ

っ
た
。
明
治
三
○
年
代
コ
ー
ル
市
場
草
創
期
、
東
京
で
は
双
方
コ
ー
ル
で
あ
っ
た
の
に
、
関
西
で
は
特
約
以
外
は
取
り
手
か
ら
返
済
通

知
を
発
し
え
な
い
一
方
的
な
コ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
金
利
低
下
の
な
か
で
取
り
手
が
苦
境
に
陥
る
と
い
う
経
験
か
ら
、
明
治
四
○

年
頃
無
条
件
と
い
え
ど
も
二
ヶ
月
を
経
過
す
れ
ば
、
さ
ら
に
四
二
年
頃
に
は
い
つ
で
も
、
出
し
手
・
取
り
手
双
方
が
返
済
通
知
を
発
し

う
る
こ
と
と
な
っ
た
。
明
治
四
○
年
代
東
西
間
に
お
け
る
双
方
コ
ー
ル
の
定
着
は
「
金
利
革
命
」
下
の
全
国
金
融
連
関
網
の
強
化
を
背

景
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
コ
ー
ル
市
場
確
立
へ
む
け
て
の
ひ
と
つ
の
画
期
を
な
す
。

統
一
化
の
流
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
戦
期
に
至
っ
て
も
未
だ
東
西
間
で
利
息
計
算
法
に
進
い
を
残
し
て
い
た
。
東
京
に
お
い
て
は

決
済
を
申
出
た
も
の
が
支
払
当
日
の
利
子
を
負
担
す
る
の
に
対
し
、
大
阪
で
は
「
預
り
金
」
に
な
ら
っ
て
、
出
し
手
は
回
収
前
日
迄
の

利
息
を
徴
収
す
る
。
こ
れ
は
銀
行
間
の
直
接
取
引
の
場
合
で
あ
り
、
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
が
介
在
す
る
と
き
に
は
、
大
阪
で
は
両
付
利
息

の
特
例
が
認
め
ら
れ
慣
習
化
し
て
い
た
。
仲
介
で
あ
れ
自
己
計
算
で
あ
れ
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
は
、
出
し
手
に
は
決
済
当
日
の
利
子
を
含

（
１
）
 

主
な
い
片
落
利
息
を
支
払
い
、
取
り
手
に
は
そ
れ
を
含
ん
だ
両
付
利
息
を
徴
収
す
る
。
仲
介
ビ
ル
鯵
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
は
そ
の
一
日

（
３
）
日
銀
大
阪
支
店
「
大
阪
二
於
ケ
ル
コ
ー
ル
取
引
状
況
」
（
大
正
八
年
一
二
月
）
『
大
阪
支
店
特
別
報
告
（
金
融
）
』
（
口
大
正
七
年
至
全
十
年
）
所

収
よ
り
。

第
二
章
確
立
期
コ
ー
ル
市
場
に
お
け
る
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
ー
コ
ー
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
の
新
参
入
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分
の
利
息
が
手
数
料
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
東
京
で
は
、
自
己
計
算
で
あ
れ
ば
大
阪
と
同
じ
く
片
落
で
支
払
い
両
付
利
息
を
徴
収
す

（
２
）
 

る
が
、
仲
介
．
ブ
ロ
ー
カ
ー
は
こ
う
し
た
利
鞘
で
な
く
取
り
手
か
ら
「
日
歩
約
五
毛
」
の
手
数
料
を
受
け
取
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
毛
単
位
の
手
数
料
あ
る
い
は
利
鞘
が
ビ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
の
収
益
源
で
あ
る
が
、
そ
の
僅
か
な
差
が
ビ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
の

市
場
戦
の
武
器
と
な
る
。
大
戦
期
に
お
け
る
自
己
計
算
に
対
す
る
仲
介
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
新
た
な
参
入
は
、
翌
日
払
と
い
う
短
期
コ
ー
ル

を
め
ぐ
る
極
毛
の
争
い
に
集
中
し
た
。

コ
ー
ル
の
種
類
は
期
間
の
長
さ
と
条
件
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
、
半
日
コ
ー
ル
、
翌
日
払
、
無
条
件
、
普
通
物
（
大
阪
で
は
条

（
３
）
 

件
付
あ
る
い
は
一
週
間
据
置
コ
ー
ル
）
、
月
越
、
三
十
日
・
六
十
日
．
九
十
日
物
な
ど
か
ら
な
る
。
一
一
一
十
日
・
六
十
日
。
九
十
日
物
な

ど
の
長
期
コ
ー
ル
は
、
そ
の
大
半
が
特
殊
銀
行
需
要
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
短
期
コ
ー
ル
は
交
換
尻
決
済
需
要
を
柱
と
す
る
。
な
か
で

も
翌
日
払
と
特
銀
向
け
コ
ー
ル
が
大
き
な
流
れ
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
二
重
の
構
成
は
大
戦
期
に
起
点
を
も
ち
、
自
己
計
算
と

仲
介
ピ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
が
併
存
す
る
新
た
な
市
場
編
成
と
対
応
し
て
い
る
。

大
戦
期
コ
ー
ル
市
場
に
お
い
て
翌
日
払
コ
ー
ル
が
無
条
件
物
な
ど
を
お
さ
え
て
高
い
比
重
を
占
め
る
に
至
っ
た
の
は
、
東
西
両
市
場

で
と
も
に
翌
日
払
に
つ
い
て
は
片
落
利
息
が
慣
習
と
し
て
認
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
背
後
に
は
自
己
計
算
と
仲
介
い
り
み
だ
れ

て
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
間
の
市
場
競
争
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
。

明
治
四
二
、
一
一
一
年
以
前
、
大
阪
に
お
い
て
は
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
が
放
出
す
る
翌
日
払
コ
ー
ル
に
も
二
日
分
す
な
わ
ち
両
付
利
息
を
徴

（
４
）
 

収
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
こ
の
慣
習
は
く
ず
れ
、
一
日
分
す
な
わ
ち
片
落
利
息
を
徴
収
す
る
こ
と
に
変
っ
た
。
日
銀
報
上
口
に
よ
れ
ば
、

司
城
・
上
田
な
ど
の
仲
介
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
、
藤
本
・
墹
田
な
ど
の
自
己
計
算
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
「
対
抗
上
、
又
は
彼
等
相
互
の
競
争
上
勉

（
５
）
 

強
の
意
味
に
て
、
翌
日
払
の
仲
介
に
限
り
特
に
無
手
数
料
に
て
」
取
扱
う
に
至
っ
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
翌
日
払
の
利
息
が
両
付
か
ら

片
落
へ
一
日
分
減
っ
た
の
は
、
大
戦
期
に
新
た
に
参
入
し
た
仲
介
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
手
数
料
を
度
外
視
し
て
も
シ
ェ
ア
ー
を
確
保
し
よ
う
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と
い
う
、
激
し
い
ピ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
間
の
市
場
戦
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
そ
の
結
果
市
中
銀
行
が
日
食
の
決
済
資
金
と
し
て
翌
日

払
コ
ー
ル
を
も
と
め
る
と
き
に
は
、
自
己
計
算
ブ
ロ
ー
カ
ー
よ
り
仲
介
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
手
に
集
中
し
た
と
い
う
。

翌
日
払
は
と
く
に
東
京
市
場
で
大
量
に
取
引
さ
れ
盛
行
を
承
た
。
そ
れ
は
、
大
阪
に
な
ら
っ
て
東
京
で
も
翌
日
払
の
利
息
は
片
落
で

あ
り
、
決
済
当
日
の
利
子
負
担
を
免
れ
る
と
い
う
特
例
が
認
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
東
京
で
は
翌
日
払
と
半
日
コ
ー
ル
を
の
ぞ

い
て
全
て
、
決
済
当
日
の
利
息
は
返
済
通
知
を
発
し
た
側
が
負
担
す
る
慣
習
で
あ
っ
た
。
で
あ
れ
ば
、
取
り
手
に
と
っ
て
は
、
数
日
の

資
金
手
当
て
の
た
め
に
無
条
件
も
の
仁
よ
っ
て
決
済
日
の
利
息
を
余
分
に
負
担
す
る
か
も
知
れ
な
い
よ
り
は
、
多
少
繁
雑
で
も
翌
日
払

を
取
り
入
れ
て
遊
ぐ
方
が
有
利
で
あ
ろ
う
。
東
京
市
場
に
お
け
る
利
息
計
算
方
法
の
不
統
一
、
極
毛
の
利
鞘
が
翌
日
払
取
引
を
大
き
く

膨
張
し
た
の
で
あ
る
。
藤
本
な
ど
の
自
己
計
算
ブ
ロ
ー
カ
ー
は
手
形
買
入
資
金
あ
る
い
は
有
利
な
証
券
買
入
資
金
を
「
日
食
最
低
廉
な

（
６
）
 

る
翌
日
払
に
て
遊
ぐ
を
有
利
と
し
盛
に
そ
れ
を
利
用
」
し
た
と
い
う
。
一
元
来
交
換
尻
決
済
の
た
め
の
翌
日
払
コ
ー
ル
が
ビ
ル
編
ブ
ロ
ー
カ

ー
を
と
お
し
て
割
引
市
場
や
証
券
市
場
へ
役
ぜ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

翌
日
払
コ
ー
ル
は
、
大
阪
で
は
新
た
に
参
入
し
た
仲
介
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
シ
ニ
ア
ー
痩
得
手
段
と
し
て
、
東
京
で
は
積
極
的
な
支
店
活

動
に
の
り
だ
し
た
自
己
計
算
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
割
引
・
証
券
向
け
資
金
と
し
て
大
規
模
に
利
用
さ
れ
、
著
し
く
盛
行
を
承
た
。
大
戦
期
コ

ー
ル
市
場
の
大
宗
は
、
こ
の
超
短
期
の
翌
日
払
コ
ー
ル
と
特
銀
向
け
長
期
コ
ー
ル
か
ら
な
っ
て
い
た
が
、
次
に
み
る
よ
う
に
両
者
は
ま

さ
し
く
陰
と
陽
の
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
た
。

長
期
コ
ー
ル
は
横
浜
正
金
・
台
湾
・
朝
鮮
な
ど
の
特
殊
銀
行
に
よ
る
外
為
資
金
需
要
に
も
と
ず
き
、
そ
の
利
息
は
ほ
ぼ
割
引
金
利
に

等
し
い
。
市
中
銀
行
あ
る
い
は
地
方
銀
行
は
、
そ
の
高
金
利
に
ひ
か
れ
て
で
き
る
か
ぎ
り
ま
と
ま
っ
た
額
を
長
期
コ
ー
ル
に
投
じ
、
日

々
の
資
金
不
足
は
翌
日
払
で
埋
め
よ
う
と
す
る
。
一
方
、
長
期
コ
ー
ル
を
受
け
入
れ
た
特
殊
銀
行
は
一
時
的
に
生
じ
る
余
資
を
翌
日
払

と
し
て
放
出
す
る
。
こ
の
陰
陽
の
関
係
は
、
さ
ら
に
台
湾
銀
行
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
最
初
か
ら
翌
日
払
で
う
め
あ
わ
せ
る
こ
と
を
前
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こ
の
因
果
系
列
は
ひ
と
つ
の
仮
説
に
す
ぎ
な
い
が
、
肉
付
け
を
与
え
る
た
め
に
も
、
特
殊
銀
行
、
普
通
銀
行
な
ら
び
に
自
己
計
算
、

仲
介
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
如
何
な
る
関
係
を
と
っ
た
か
、
個
別
的
レ
ヴ
ェ
ル
に
ま
で
下
が
っ
て
み
る
必
要
は
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き

（
９
）
 

は
、
大
戦
期
に
入
っ
て
嫁
フ
ロ
ー
カ
ー
を
介
さ
ず
に
「
銀
行
相
互
間
に
直
接
取
引
す
る
も
の
も
多
数
に
」
の
ぼ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
ろ

う
。
ビ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
の
経
営
軌
道
か
ら
す
れ
ば
、
特
殊
銀
行
と
普
通
銀
行
の
コ
ー
ル
取
引
が
直
接
か
、
仲
介
か
、
自
己
計
算
ブ
ロ
ー

（
、
）

カ
ー
を
介
し
た
も
の
か
、
そ
の
違
い
は
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
影
を
の
こ
す
。
以
下
、
二
つ
の
日
銀
報
告
に
拠
っ
て
検
討
す
る
。

ま
ず
普
通
銀
行
の
コ
ー
ル
取
引
状
況
か
ら
象
て
ゑ
よ
う
。
大
阪
市
場
に
お
い
て
、
本
店
銀
行
は
一
般
に
遊
資
を
長
期
コ
ー
ル
と
し
て

特
銀
筋
に
放
出
し
、
日
だ
の
決
済
資
金
の
不
足
は
翌
日
払
・
無
条
件
な
ど
の
短
期
コ
ー
ル
を
と
っ
て
補
充
す
る
と
い
う
方
針
を
と
っ
た

と
い
う
。
一
方
、
東
京
系
の
支
店
銀
行
は
余
資
が
あ
れ
ば
東
京
へ
付
替
・
回
送
し
コ
ー
ル
に
運
用
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
』
」
の
点
で

コ
ー
ル
取
引
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
や
や
立
ち
入
っ
た
検
討
か
ら
、
大
戦
期
コ
ー
ル
市
場
の
内
部
編
成
に
関
す
る
主
体
と
対
象
を

め
ぐ
る
二
つ
の
変
貌
Ⅱ
特
質
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
己
計
算
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
対
す
る
仲
介
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
参
入
を
縦
軸
と
す

れ
ば
、
横
軸
と
し
て
特
銀
向
け
長
期
コ
ー
ル
と
翌
日
払
コ
ー
ル
の
隆
盛
と
い
う
新
た
な
期
間
別
構
成
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
こ
の
二

軸
、
四
項
は
そ
れ
ぞ
れ
何
ら
か
の
対
応
関
係
も
っ
て
い
る
が
、
そ
の
起
動
力
は
自
己
計
算
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
変
貌
・
超
出
と
特
銀
向
け
長

期
コ
ー
ル
の
登
場
に
も
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
仲
介
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
出
現
と
翌
日
払
の
隆
盛
は
そ
の
は
ざ
ま
に
生
れ
た
変
化
と
規
定

（
７
）
 

提
に
、
強
引
に
巨
額
の
長
期
コ
ー
ル
契
約
を
結
ぶ
と
い
う
全
く
の
補
完
関
係
を
生
み
落
し
た
の
で
あ
る
。
年
》
た
両
者
の
補
完
関
係
は
、

と
く
に
東
京
市
場
に
お
い
て
、
特
銀
コ
ー
ル
お
よ
び
政
府
資
金
移
動
が
突
如
か
つ
大
量
に
需
要
さ
れ
る
た
め
コ
ー
ル
金
利
が
予
想
外
の

変
動
を
免
れ
ず
、
そ
の
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
に
Ｊ
も
取
り
手
、
出
し
手
と
も
に
短
期
の
翌
日
払
を
強
く
選
好
す
る
と
い
う
形
で
ｊ
も
現

（
８
）
 

わ
れ
た
。

し
う
る
で
あ
ろ
う
。
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興
味
深
い
の
は
一
一
一
井
の
事
例
で
あ
ろ
う
。
三
井
銀
行
は
大
阪
市
場
へ
は
絶
対
に
長
期
コ
ー
ル
を
出
さ
ず
、
僅
か
に
翌
日
払
を
放
出
す
る

の
み
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
東
京
へ
は
休
戦
後
漸
く
翌
日
払
・
無
条
件
物
へ
の
投
資
が
染
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で

は
一
週
間
以
内
の
返
済
を
認
め
ず
「
普
通
物
以
下
の
短
期
コ
ー
ル
は
放
出
せ
ざ
る
方
針
」
を
貫
ぬ
い
た
と
い
う
。
そ
の
他
大
阪
市
場
へ

は
、
第
一
・
一
一
一
菱
・
古
河
支
店
が
特
銀
向
け
長
期
コ
ー
ル
を
放
出
す
る
こ
と
が
あ
る
一
方
で
短
期
物
を
吸
収
し
、
ま
た
名
古
屋
系
の
支

店
は
出
し
手
で
あ
り
同
時
に
取
り
手
で
も
あ
っ
た
。
地
方
銀
行
支
店
は
一
般
に
長
期
物
を
出
し
短
期
物
を
と
る
典
型
的
な
運
用
方
針
を

採
用
し
て
い
た
。

東
京
市
場
に
お
い
て
は
、
出
手
の
大
手
筋
は
第
一
・
第
一
一
一
・
十
五
・
一
一
一
井
・
一
一
一
菱
。
川
崎
・
安
田
な
ど
一
流
大
銀
行
で
、
そ
の
う
ち

第
一
・
十
五
・
川
崎
・
三
井
は
「
大
口
の
絶
対
的
出
手
」
で
取
り
手
と
な
ら
な
い
。
取
り
手
と
し
て
は
明
治
商
業
・
七
十
四
・
若
尾
。

第
二
な
ど
二
流
銀
行
が
、
普
通
銀
行
の
な
か
で
は
大
手
で
あ
る
。
こ
れ
ら
大
銀
行
の
コ
ー
ル
取
引
が
ど
の
よ
う
な
取
引
形
態
を
と
っ
た

か
は
、
普
通
銀
行
側
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
。
補
完
す
る
も
の
と
し
て
特
殊
銀
行
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
必
要
と
す
る
。

最
大
の
外
国
為
替
銀
行
Ⅱ
横
浜
正
金
銀
行
は
、
大
阪
市
場
で
「
市
内
の
本
支
店
銀
行
よ
り
」
、
東
京
市
場
で
は
「
第
一
、
三
井
、
川

崎
等
の
極
め
て
小
数
一
流
銀
行
よ
り
」
ま
と
ま
っ
た
長
期
コ
ー
ル
を
”
フ
ロ
ー
カ
ー
を
介
せ
ず
直
接
借
入
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の

一
方
で
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
を
介
し
て
広
く
一
般
市
場
の
遊
資
を
も
吸
収
し
て
い
る
。
そ
の
さ
い
．
フ
ロ
ー
カ
ー
と
し
て
東
京
で
は
藤
木
を
主

に
利
用
し
、
休
戦
後
新
設
の
早
川
と
も
序
々
に
取
引
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
阪
で
は
自
己
計
算
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
自
己
運
用
資
金
の

調
達
に
汲
交
と
し
て
い
た
た
め
に
「
司
城
・
上
田
な
ど
の
仲
介
ブ
ロ
ー
カ
ー
を
通
し
て
間
接
」
に
市
場
盗
金
を
取
り
入
れ
た
と
い
う
。

休
戦
後
あ
た
り
の
大
阪
市
場
で
の
取
引
に
つ
い
て
い
え
ば
「
直
接
間
接
相
半
ば
」
拮
抗
し
て
い
た
と
い
う
。

日
銀
か
ら
の
借
入
れ
と
い
う
広
い
代
替
ル
ー
ト
を
も
っ
て
い
た
横
浜
正
金
の
コ
ー
ル
吸
収
は
余
裕
が
あ
り
、
そ
の
金
利
も
最
高
金
利

限
度
以
下
に
抑
え
ら
れ
た
の
に
対
し
、
日
銀
ル
ー
ト
が
狭
く
限
ら
れ
て
い
た
台
湾
銀
行
は
、
横
浜
正
金
よ
り
も
遥
か
仁
「
割
高
」
で
、
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よ
り
広
い
範
囲
か
ら
市
場
資
金
を
吸
収
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
長
期
コ
ー
ル
の
直
接
取
入
れ
範
囲
も
正
金
の
よ
う
に
極
端
に
限
ら
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
東
京
市
場
で
承
ら
れ
た
よ
う
に
、
藤
本
・
早
川
の
自
己
計
算
ビ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
を
は
じ
ぬ
さ
ら
に
増
田
・

柳
田
・
山
根
な
ど
の
仲
介
専
門
ブ
ロ
ー
カ
ー
を
介
し
て
割
高
を
承
知
で
短
期
・
長
期
コ
ー
ル
を
大
量
に
取
入
れ
、
そ
の
広
が
り
は
「
台

湾
市
場
」
と
噂
さ
れ
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
。

横
浜
正
金
・
台
湾
両
行
の
コ
ー
ル
需
要
が
内
地
貿
易
金
融
に
由
来
す
る
の
に
対
し
、
朝
鮮
銀
行
の
．
Ｉ
ル
需
要
は
「
満
朝
方
面
に
於

け
る
金
融
関
係
」
か
ら
す
る
「
允
換
準
備
」
の
補
充
に
も
と
ず
き
、
取
引
高
も
相
対
的
に
小
さ
か
っ
た
。
朝
鮮
銀
行
は
長
期
物
の
な
か

で
は
短
期
の
一
一
一
十
日
物
、
短
期
物
で
は
翌
日
払
と
「
短
期
割
安
物
を
漁
る
方
針
」
を
と
っ
て
い
た
か
ら
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
と
の
関
係
も
比

較
的
密
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
具
体
的
に
は
わ
か
ら
な
い
。

以
上
の
特
殊
銀
行
と
普
通
銀
行
の
両
面
か
ら
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
、
大
戦
期
コ
ー
ル
市
場
の
起
動
力
と
も
い
う
べ
き
特
殊
銀

あ
い
た
い

行
向
け
長
期
コ
ー
ル
は
、
一
・
一
一
流
の
大
銀
行
と
の
「
相
対
」
Ⅱ
直
接
取
引
の
形
態
を
と
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
比
重
か
ら
し
て
ブ

ロ
ー
カ
ー
抜
き
の
直
接
取
引
は
恐
ら
く
全
コ
ー
ル
取
引
の
半
ば
を
占
め
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
市
場

原
理
を
身
上
に
成
長
途
上
に
あ
っ
た
ビ
ル
．
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
最
大
の
障
害
と
な
り
、
さ
ら
に
は
日
本
の
金
融
市
場
形
成

に
重
い
暗
雲
を
投
げ
か
け
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
点
を
み
き
わ
め
る
た
め
に
も
、
最
後
に
ピ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
の
コ
ー
ル
取
引
形
態
を
一

瞥
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

東
京
市
場
に
お
い
て
藤
本
が
最
も
広
い
取
引
網
を
も
っ
て
い
た
が
、
新
規
参
入
し
た
ば
か
り
の
早
川
が
自
己
計
算
ブ
ロ
ー
カ
ー
と
し

て
は
や
く
も
大
小
銀
行
間
に
相
当
の
得
意
先
を
獲
得
し
、
藤
本
に
対
し
て
「
勁
敵
の
地
位
」
に
立
ち
、
そ
の
「
独
占
的
利
益
」
を
蚕
食

し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
最
も
大
口
の
出
し
手
で
あ
る
三
井
銀
行
が
「
ビ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
を
単
に
仲
介
者
と
し
て
使

用
す
る
の
象
」
で
、
た
と
え
確
実
な
る
国
債
担
保
が
あ
ろ
う
と
も
取
引
し
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
三
井
の
慣
行
は
明
治
末
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の
三
井
物
産
不
正
手
形
事
件
に
さ
い
し
て
の
物
産
Ⅱ
銀
行
枢
軸
の
方
針
転
換
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
戦
初
期
の
頃
に
は
東
西

大
銀
行
の
う
ち
「
数
行
」
が
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
か
ら
コ
ー
ル
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
忌
避
し
た
が
、
休
戦
前
後
に
は
「
東
西
一
、
こ
の

（
ｕ
）
 

大
銀
行
」
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ピ
ル
ブ
ロ
ー
ヵ
ー
に
対
す
る
忌
避
感
は
次
第
に
希
薄
化
し
、
一
二
井
の
慣
行
は

大
銀
行
の
な
か
で
も
特
異
な
も
の
と
な
っ
た
が
、
日
本
の
金
融
組
織
の
頂
点
に
立
つ
三
井
銀
行
の
自
己
計
算
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
対
す
る
敵

対
意
識
の
及
ぼ
す
影
響
は
少
な
く
な
く
、
大
銀
行
の
抱
く
一
般
的
な
利
害
Ⅱ
意
識
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
の
ち
に

承
る
よ
う
に
金
利
協
定
や
ス
タ
ン
プ
手
形
売
出
し
な
ど
金
融
市
場
の
行
く
方
を
左
右
す
る
案
件
に
お
い
て
も
、
一
流
大
銀
行
は
一
致
し

て
自
己
計
算
ピ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
の
排
除
・
封
じ
込
め
に
奔
走
す
る
こ
と
と
な
る
。

横
浜
正
金
な
ど
特
銀
が
藤
本
・
早
川
か
ら
長
期
コ
ー
ル
を
取
り
入
れ
た
が
、
こ
れ
ら
東
京
の
自
己
計
算
ブ
ロ
ー
カ
ー
は
巨
額
の
翌
日

払
コ
ー
ル
を
切
り
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
泳
ぐ
経
営
戦
略
を
と
っ
た
の
に
対
し
て
、
仲
介
ブ
ロ
ー
カ
ー
山
根
は
「
三
井
・
十
五
其
他
少

数
の
得
意
先
の
み
と
比
較
的
長
期
の
コ
ー
ル
」
を
取
引
し
、
ま
た
柳
田
は
「
二
流
銀
行
以
下
」
の
「
自
然
小
日
の
コ
ー
ル
を
仲
介
し

た
と
い
う
。
お
そ
ら
く
東
京
の
一
・
二
流
の
大
銀
行
コ
ー
ル
の
一
部
は
直
接
、
一
部
は
山
根
・
柳
田
な
ど
仲
介
ブ
ロ
ー
カ
ー
を
介
し

（
皿
）

て
、
特
銀
向
長
期
コ
ー
ル
需
要
へ
む
け
ら
れ
た
も
の
と
推
定
し
う
る
。

こ
の
仲
介
ブ
ロ
ー
カ
ー
と
特
銀
向
け
長
期
コ
ー
ル
の
結
び
つ
き
は
、
藤
本
・
増
田
・
奥
山
な
ど
有
力
自
己
計
算
ブ
ロ
ー
カ
ー
を
擁
す

る
大
阪
市
場
で
も
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
新
規
参
入
の
仲
介
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
な
か
で
は
司
城
と
上
田
が
広
く
得
意
先
を
開
拓
し
他

を
圧
し
て
い
る
。
よ
り
後
発
の
瀬
戸
・
赤
崎
は
、
翌
日
払
な
ど
「
短
期
物
の
取
扱
い
は
極
め
て
少
な
く
特
種
銀
行
に
対
す
る
長
期
物
を

弗
を
取
扱
」
う
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
大
阪
の
ビ
ル
ブ
ロ
ー
ヵ
ー
の
コ
ー
ル
取
引
形
態
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
わ
か
ら
な
い
が
、
ビ
ル
プ

ロ
ー
カ
ー
が
新
規
参
入
し
た
場
合
、
ま
ず
特
銀
向
け
長
期
コ
ー
ル
へ
の
く
い
こ
み
を
策
す
と
い
う
こ
の
事
実
は
、
特
銀
向
け
長
期
コ
ー

ル
と
仲
介
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
つ
な
が
り
を
暗
示
し
て
い
る
。



4６ 
さ
き
に
糸
た
よ
う
に
正
金
大
阪
支
店
の
コ
ー
ル
吸
収
は
、
銀
行
よ
り
直
接
取
入
れ
る
も
の
と
仲
介
ブ
ロ
ー
カ
ー
を
介
す
る
も
の
と
に

二
分
さ
れ
、
他
の
特
銀
も
大
い
に
仲
介
ブ
ロ
ー
カ
ー
を
利
用
し
た
と
い
う
。
仲
介
ブ
ロ
ー
カ
ー
は
、
仲
間
同
志
あ
る
い
は
藤
本
・
増

田
・
奥
山
な
ど
と
の
対
抗
上
、
付
随
的
な
翌
日
払
コ
ー
ル
の
手
数
料
を
ゼ
ロ
に
し
て
ま
で
も
、
利
幅
の
大
き
い
特
銀
向
け
長
期
コ
ー
ル

へ
の
参
入
に
し
の
ぎ
を
け
ず
っ
た
。
そ
の
結
果
、
仲
介
ブ
ロ
ー
カ
ー
は
広
く
市
中
銀
行
の
コ
ー
ル
仲
介
の
任
に
あ
た
り
な
が
ら
も
「
恰

も
特
種
銀
行
の
コ
ー
ル
吸
収
機
関
た
る
が
如
」
き
む
す
び
つ
き
を
色
澱
く
も
つ
に
至
っ
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
日
銀
大
阪
支
店
報
告

は
、
特
殊
銀
行
の
営
業
状
態
が
戦
前
の
状
況
に
回
復
し
市
場
資
金
を
吸
収
し
な
く
な
れ
ば
、
仲
介
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
打
撃
は
自
己
計
算
ブ

ロ
ー
カ
ー
よ
り
「
遙
か
に
長
大
な
ら
ん
」
と
深
い
憂
慮
を
表
明
し
て
い
る
。

以
上
、
大
戦
期
に
お
け
る
コ
ー
ル
取
引
形
態
に
つ
い
て
や
や
立
ち
入
っ
て
検
討
を
加
え
た
結
果
、
次
の
ご
と
き
コ
ー
ル
の
流
れ
を
浮

き
彫
り
に
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、
大
戦
期
コ
ー
ル
取
引
の
特
質
は
、
主
体
別
に
は
自
己
計
算
と
仲
介
ブ
ロ
ー
カ
ー
、
期
間
別
に

は
特
銀
向
け
長
期
コ
ー
ル
と
翌
日
払
コ
ー
ル
の
併
存
に
あ
っ
た
。
第
二
に
、
そ
の
起
動
力
は
特
銀
向
け
長
期
コ
ー
ル
に
あ
っ
た
が
、
そ

の
資
金
吸
収
は
次
の
一
一
一
つ
の
ル
ー
ト
に
三
分
さ
れ
て
い
た
。
一
流
大
銀
行
か
ら
の
直
接
吸
収
、
仲
介
ブ
ロ
ー
カ
ー
を
介
し
た
一
・
二
流

銀
行
か
ら
の
取
り
入
れ
、
広
い
範
囲
か
ら
集
中
し
た
自
己
計
算
ブ
ロ
ー
カ
ー
か
ら
の
借
り
入
れ
。
第
一
一
一
に
、
翌
日
払
コ
ー
ル
は
長
期
コ

ー
ル
放
出
後
の
短
資
需
給
調
節
に
も
と
ず
ぎ
、
大
阪
で
は
新
規
参
入
仲
介
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
シ
ニ
ア
ー
獲
得
手
段
と
し
て
、
東
京
で
は
藤

本
ら
自
己
計
算
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
割
引
・
証
券
投
資
資
金
向
け
と
し
て
積
極
的
に
利
用
さ
れ
た
。
第
四
に
、
翌
日
払
の
比
重
を
勘
案
す
る

な
ら
ば
、
第
一
表
に
掲
げ
た
東
京
の
藤
本
、
大
阪
の
司
城
・
上
田
の
年
間
取
扱
高
は
、
実
勢
力
よ
り
は
過
大
に
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
の
こ

と
を
も
念
頭
に
入
れ
て
、
さ
き
の
特
銀
向
け
長
期
コ
ー
ル
に
お
け
る
三
つ
の
供
給
ル
ー
ト
の
比
重
に
一
応
の
目
安
を
つ
け
る
と
す
れ

ば
、
直
接
ル
ー
ト
Ｗ
仲
介
ル
ー
ト
ｖ
自
己
計
算
ル
ー
ト
、
と
な
ろ
う
。

ピ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
の
経
営
軌
道
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
れ
ら
諸
点
は
何
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
に
、
大
戦
期
に
特
殊
銀
行
向
け
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長
期
コ
ー
ル
が
現
わ
れ
大
膨
張
を
遂
げ
た
が
ゆ
え
に
、
大
戦
前
に
は
定
着
し
な
か
っ
た
仲
介
ビ
ル
ブ
ロ
ー
ヵ
ー
が
大
量
に
参
入
し
、
コ

ー
ル
取
引
に
お
い
て
自
己
計
算
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
匹
敵
す
る
シ
ニ
ア
ー
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
大
戦
期
の
仲
介
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
存
立
基
盤

は
、
な
に
よ
り
も
特
殊
銀
行
の
為
替
資
金
需
給
と
そ
の
調
達
構
造
の
あ
り
よ
う
に
懸
っ
て
い
た
。
大
戦
前
の
自
己
計
算
ブ
ロ
ー
カ
ー
が

ビ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
と
し
て
出
発
し
た
の
に
、
新
た
に
勃
興
し
た
仲
介
縁
ブ
ロ
ー
カ
ー
は
コ
ー
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
と
し
て
生
ま
れ
、
両
者
の
発

生
基
盤
は
異
な
っ
て
い
た
。
そ
の
異
質
性
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
大
戦
期
ビ
ル
ブ
ロ
ー
ヵ
ー
の
多
様
化
な
る
事
態
を
、
さ
き
に
示
唆
し

た
よ
う
な
仲
介
↓
自
己
計
算
↓
割
引
・
投
資
商
会
へ
と
推
転
す
る
個
体
的
な
上
昇
転
化
と
し
て
意
義
づ
け
る
こ
と
に
疑
問
を
い
だ
か
ざ

る
を
え
な
い
。
こ
の
新
た
に
参
入
し
た
仲
介
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
経
営
軌
道
は
、
戦
後
恐
慌
か
ら
昭
和
二
年
の
金
融
恐
慌
に
か
け
て
の
外
国

為
替
Ⅱ
特
殊
銀
行
の
苦
境
Ⅱ
再
編
の
な
か
で
確
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
コ
ー
ル
市
場
の
な
か
に
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
を
介
さ
な
い
直
接
取
引
が
大
き
な
比
重
を
占
め
、
そ
の
結
果
、
ビ
ル
ブ
ロ
ー
ヵ
ー

の
経
営
軌
道
は
大
き
く
制
肘
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
コ
ー
ル
市
場
の
中
心
部
位
に
、
一
流
都
市
大
銀
行
と
特
殊
銀
行
か
ら
な
る
寡
占
的
・

閉
鎖
的
な
取
引
空
間
が
出
現
し
、
開
か
れ
た
市
場
原
理
に
立
脚
す
る
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
を
周
辺
領
域
へ
お
し
や
っ
た
の
で
あ
る
。
寡
占

的
Ⅱ
「
相
対
」
取
引
空
間
は
、
自
ら
の
周
り
に
仲
介
。
フ
ロ
ー
カ
ー
を
配
し
て
従
属
的
Ⅱ
市
場
取
引
空
間
を
築
き
、
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
と

の
攻
防
に
お
い
て
優
勢
な
る
地
歩
を
固
め
つ
つ
あ
っ
た
。
開
か
れ
た
市
場
原
理
を
身
上
と
す
る
自
己
計
算
ビ
ル
ブ
ロ
ー
ヵ
ー
は
、
コ
ー

ル
市
場
の
中
心
部
か
ら
次
第
に
排
除
さ
れ
な
が
ら
も
、
周
辺
領
域
に
自
己
の
活
動
領
域
を
積
極
的
に
開
拓
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
活
路
を

開
い
て
い
っ
た
・
藤
木
・
墹
田
な
ど
有
力
自
己
計
算
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
の
一
プ
ィ
ス
ヵ
ゥ
ソ
ト
・
ハ
ウ
ス
あ
る
い
は
ポ
ン
ド
・
ハ
ウ
ス
へ

む
け
て
の
変
身
は
そ
の
ひ
と
つ
の
試
み
に
他
な
ら
な
い
。

（
１
）
コ
ー
ル
取
引
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
横
田
義
夫
「
本
邦
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
業
（
其
過
去
現
在
及
営
業
の
一
斑
）
」
（
上
）
『
大
阪
銀
行
通
信
録
』
第

一
一
五
一
一
一
号
、
大
正
七
年
九
月
、
に
よ
る
。
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大
正
八
年
夏
、
日
本
に
手
形
割
引
市
場
が
上
か
ら
創
設
さ
れ
た
。
大
正
七
年
末
金
利
協
定
に
よ
っ
て
一
層
コ
ー
ル
市
場
と
日
銀
貸
出

へ
の
依
存
を
強
め
た
特
殊
銀
行
の
尼
大
な
貿
易
資
金
を
、
割
引
市
場
に
も
と
い
自
律
的
な
懐
の
深
い
市
場
機
構
を
構
築
し
よ
う
と
い

う
と
こ
ろ
に
そ
の
狙
い
が
あ
っ
た
。
銀
行
引
受
・
ス
タ
ン
プ
手
形
日
銀
再
割
引
優
遇
制
を
て
こ
と
す
る
手
形
割
引
市
場
創
設
の
企
て

（
６
）
日
銀
「
東
京
コ
ー
ル
市
場
概
観
」
前
掲
雷
九
一
二
頁
。

（
７
）
日
銀
大
阪
支
店
「
大
阪
二
於
ケ
ル
コ
ー
ル
取
引
の
状
況
」
（
前
掲
資
料
所
収
）
よ
り
。

（
８
）
日
銀
「
東
京
コ
ー
ル
市
場
概
観
」
前
掲
轡
九
一
二
頁
。

（
９
）
横
田
義
夫
「
本
邦
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
案
」
（
上
）
『
大
阪
銀
行
通
信
録
』
第
二
五
三
号
、
大
正
七
年
九
月
よ
り
。

（
、
）
以
下
の
特
殊
銀
行
、
普
通
銀
行
、
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
を
め
ぐ
る
具
体
的
な
取
引
関
係
に
つ
い
て
は
、
特
に
注
記
の
な
い
か
ぎ
り
前
掲
の
、
東
京

市
場
は
日
銀
「
東
京
コ
ー
ル
市
場
概
観
」
、
大
阪
市
場
は
日
銀
大
阪
支
店
「
大
阪
二
於
ケ
ル
コ
ー
ル
取
引
の
状
況
」
に
拠
っ
た
。

（
、
）
横
田
義
夫
「
本
邦
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
業
」
〔
上
）
『
大
阪
銀
行
通
信
録
』
第
二
五
三
号
、
大
正
七
年
九
月
よ
り
。

（
翌
東
京
市
場
に
お
け
る
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
の
競
争
は
、
手
形
よ
り
も
コ
ー
ル
取
引
の
方
が
激
し
か
っ
た
と
い
う
。
東
京
に
お
け
る
個
人
ピ
ル
プ
ロ

ー
ヵ
ー
は
、
大
正
八
年
初
二
名
い
た
が
、
コ
ー
ル
を
取
扱
う
も
の
は
そ
の
「
約
半
数
に
過
ぎ
」
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
手
形
取
引
に
比
べ
コ
ー

ル
の
需
要
・
供
給
者
が
少
な
か
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
日
本
銀
行
調
査
局
「
我
国
二
於
ケ
ル
ヲ
ー
ル
マ
ネ
ー
』
ノ

商
慣
習
」
（
小
林
良
吉
調
査
）
『
調
査
蕊
輯
（
内
国
之
部
道
大
正
八
年
二
月
を
象
よ
・

（
２
）
日
銀
「
東
京
コ
ー
ル
市
場
概
観
」
（
大
正
八
年
一
○
月
）
『
日
本
金
融
史
資
料
明
治
大
正
編
』
第
二
四
巻
、
九
○
九
頁
。

（
３
）
上
記
の
二
資
料
な
ら
び
に
横
浜
正
金
銀
行
「
コ
ー
ル
取
引
の
研
究
」
（
『
調
査
報
告
』
第
三
八
号
、
大
正
二
月
八
月
）
を
参
照
。

（
４
）
横
田
義
夫
「
本
邦
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
業
」
（
上
）
『
大
阪
銀
行
通
信
録
』
第
二
五
三
号
、
大
正
七
年
九
月
に
よ
る
。

（
５
）
日
銀
大
阪
支
店
「
大
阪
二
於
ケ
ル
コ
ー
ル
取
引
状
況
」
（
大
正
八
年
一
二
月
）
『
大
阪
支
店
特
別
報
告
（
金
融
）
』
（
自
大
正
七
年
至
全
十
年
）
よ

り
。

第
三
章
創
設
期
手
形
割
引
市
場
に
お
け
る
ピ
ル
プ
ロ
「
カ
ー
ー
デ
瓠
ス
ヵ
ウ
ン
ト
入
ウ
ス
ヘ
の
途
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明
治
三
五
年
大
阪
に
設
立
さ
れ
た
藤
本
ビ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
は
、
翌
年
東
京
支
店
と
神
戸
・
京
都
・
名
古
屋
出
張
所
を
設
け
、
西
日
本

を
中
心
に
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
コ
ー
ル
・
割
引
取
引
を
展
開
し
た
。
そ
の
後
大
日
本
製
糖
に
深
入
り
し
、
四
二
年
破
綻
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
神
戸
・
京
都
・
名
古
屋
出
張
所
は
廃
止
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
再
建
後
の
活
動
は
、
本
店
と
東
京
・
名
古
屋
両
支
店
、
神
戸
出
張

所
か
ら
な
る
大
都
市
中
心
の
布
陣
を
と
っ
て
行
わ
れ
た
。
地
方
大
都
市
へ
の
進
出
は
、
大
正
七
年
末
神
戸
・
門
司
支
店
を
皮
切
り
に
、

大
戦
期
に
お
け
る
藤
本
・
増
田
両
ビ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
目
覚
し
い
高
成
長
を
一
望
す
る
な
ら
ば
（
第
三
、
四
表
）
、
そ
の
著
し
い
拡

大
は
大
正
三
、
四
年
と
七
、
八
年
の
二
度
に
わ
た
る
飛
躍
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
金
利
協
定
と
い
う
寡
占
的
な

試
み
を
契
機
と
す
る
、
二
つ
の
踵
を
接
す
る
飛
躍
的
拡
大
を
と
お
し
て
、
両
ピ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
は
自
己
運
用
比
率
を
高
め
、
手
形
あ
る

い
は
証
券
へ
投
じ
て
い
っ
た
。
そ
の
経
営
軌
道
は
、
第
一
の
飛
躍
に
お
け
る
手
形
運
用
の
拡
大
か
ら
第
二
の
飛
躍
に
お
け
る
証
券
運
用

の
拡
大
へ
と
次
第
に
長
期
化
し
て
い
っ
た
。
こ
の
過
程
で
藤
本
と
増
田
両
ピ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
手
形
市
場
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
異
な

り
、
両
者
の
経
営
軌
道
は
乖
離
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
分
化
は
東
西
両
市
場
に
お
け
る
両
者
の
競
争
戦
の
帰
趨
と
不
可
分
に
か
か

わ
っ
て
い
た
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
市
場
戦
の
外
貌
を
と
ら
え
て
お
く
た
め
に
、
ま
ず
は
じ
め
に
両
ピ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
支
店
開
設
状
況

建
当
然
の
こ
と
な
が
ら
資
金
の
流
れ
を
大
き
く
変
え
る
。
大
戦
期
の
遊
資
の
蓄
積
を
背
景
と
す
る
コ
ー
ル
市
場
か
ら
割
引
市
場
へ
の

資
金
の
流
れ
は
、
こ
れ
を
機
に
一
層
本
格
化
し
て
い
っ
た
。
藤
本
・
増
田
・
奥
山
・
早
川
な
ど
の
自
己
計
算
ビ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
は
、
両

市
場
が
か
さ
な
る
辺
境
領
域
に
果
敢
に
乗
り
出
し
、
こ
の
新
し
い
資
金
交
流
を
積
極
的
に
開
発
・
推
進
し
て
い
っ
た
。
そ
の
経
営
軌
道

へ
の
反
映
が
、
自
己
計
算
ビ
ル
ブ
ロ
ー
ヵ
ー
の
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
・
ハ
ウ
ス
化
に
他
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
東
西
両
市
場
に
お
け
る
藤

本
と
増
田
の
二
大
自
己
計
算
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
の
対
抗
を
通
し
て
、
創
設
期
割
引
市
場
に
お
け
る
ビ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
の
位
置
を
明
ら
か

わ
っ
て
い
た
。
と
す
し

を
一
望
し
て
お
こ
う
。

に
し
た
い
。
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６
２
１
９
２
４
１
２
３
９
３
８
１
５
 

●
●
●
●
●
Ｓ
●
Ｂ
□
●
●
ロ
ロ
■

幻
灯
酊
廻
妬
雛
胡
遡
甜
釘
始
蝿
型
弱

７９．９ 

９０．１ 

５４．９ 

５４９ 

５２．１ 

６７．５ 

５３．６ 

４３．５ 

灯.５

３４．８ 

５４．２ 

73.0 

106.8 

８１．７ 

淵’

珊
瑚
〃
醐
伽
珊
剛
脚
朏
棚
瑚
蛎
剛
柵

⑪
１
９
分
分
２
打
９
９
⑨
Ｚ
ウ
ウ
サ

辺
ｕ
⑫
蛆
皿
Ⅲ
妬
虹
如
酊
開
皿
蛆
矼

愚i:iｌ

鑿
14,0221 

17,6461 

11,4101 

7,0651 
15,7791 

41,502 

66,060, 

48,5681 

61.0 

29.1 

41.7 

４．２ 

０
１
０
４
０
５
 

４
２
９
４
６
１
 

２
７
４
４
５
１
 

Ｆ
，
Ｐ
ウ
ウ
句

３
６
１
６
１
６
 

１
１
２
１
 

劃
30,578 

25,307 

54,447 

39,974 

38,049 鑿
14,581 

30,812 

10,453 

９，６５５ 

４，５７０ 

43.8 

28.0 

41.2 

63.6 

56,565 

43,096 

29,225 

50,371 :二:;;’
(1)各期『営業報告書』より作成。



第４表大正前期増田ビルプ戸一カー銀行諸勘定
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摺
喜
戴
襲
Ｇ
Ｉ
侭

7301 
6501 

6,7441 
3,454’ !::’ 

８
５
８
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９
６
８
２
３
９
４
０
３
３
８
１
 

５
４
３
３
１
６
７
８
３
５
９
９
０
６
２
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０
７
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９
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３
６
５
１
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９
■
Ｊ
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ヴ
リ
９
Ｊ
‘
Ｐ
分
２
Ｐ
９
Ｊ

１
１
２
２
３
３
２
２
４
７
ｕ
ｕ
珀
皿
〃
⑫

灘
1年６月

１２月

2年６月

１２月

3年６月

１２月

4年６月

12月

5年６月

12月

6年６月

１２月

7年６月

１２月

8年６月

１２月

Ｉiｉｉ 
５
９
０
６
１
 

１
５
３
２
０
 

５
４
４
４
４
 

５
０
１
２
 

●
■
●
●
 

如
型
幽
朗

、
、
弧
ｕ
屹
弱
釦
閉
帥
如
沁
舩

０
５
３
９
８
３
５
５
５
４
９
７
 

Ｊ
９
＄
９
分
Ｊ
９
Ｐ
？
い
，

１
１
１
１
５
３
４
５
８
９
４
 

１
 

２２５１ 

三二’
131 

17.61 

_馨ｉ
－２．６１ 

０
０
１
 

｛
。
４
（
４

４
０
〉
９

３
９
８
０
１
６
２
４
１
８
４
７
１
 

蛆
的
鍋
閉
両
側
的
皿
町
Ⅳ
朋
剖
蝿

白
Ｊ
か
了
？
？
；
■
９
２
Ｊ
９
２

４
５
６
５
０
０
３
２
３
３
４
７
０
 

１
１
１
 

１
 

１
 

鰯’

ｕ
語
当
へ
凹
剖
嘆
鍛
ｅ
寒
倍
亀
鎖
冨
壊
冨
篝
Ｋ
篭
１
鵠
扇

蕊’

農Ｉ 嚢’

４
２
２
０
７
０
２
３
５
６
０
 

２
８
７
３
８
２
９
５
９
１
７
 

４
２
６
２
９
７
５
０
７
４
２
 

Ｊ
分
り
？
■
？
■
１
，
り
り

Ｐ
。
４
５
７
７
９
５
２
８
１
２

１
２
１
２
２
 

嚢｜
霧

８
０
１
２
２
８
２
９
８
９
 

●
●
●
ｂ
●
●
●
Ｃ
●
●
 

帥
馳
蛆
似
製
朗
朋
舩
呪
別

２
１
 尋

６４５ 

７１５ 

２，４８０ 

２，４７０ 

２，１００ 

7,308 

21,192 

31,311 

８
７
９
１
３
５
６
 

●
Ｂ
●
●
●
●
●
 

０
９
７
０
３
３
６
 

２
１
１
４
２
１
１
 

9,968 

14,934 

14,558 

21,058 

24,113 

38,887 

32,353 

灘Ｉ

３
１
７
９
２
 

●
●
Ｇ
□
句

５
４
１
８
３
 

２
３
１
２
 

鯛’
１，９１４ 

３，８６４ 

4,923 

15,847 

25,460 

17,112 

10,271 

４，８３６ 6，４５９１ 

(1)『大阪銀行通信録』「決算陵告」より作成。



5２ 

藤
木
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
正
期
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
の
支
店
政
策
は
、
大
戦
期
に
お
け
る
大
都
市
支

店
網
か
ら
戦
後
恐
慌
後
の
地
方
大
都
市
を
包
摂
す
る
全
国
支
店
網
へ
の
展
開
と
し
て
特
徴
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
大
戦
後
期

以
降
の
コ
ー
ル
取
引
Ⅱ
市
場
の
外
縁
的
拡
大
に
促
さ
れ
た
動
き
で
あ
っ
た
が
、
他
面
藤
本
・
増
田
両
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
の
支
店
開
設
競

争
が
、
東
京
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
の
コ
ー
ル
市
場
勃
興
に
ひ
と
つ
の
誘
発
契
機
と
な
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
な
か
で
も
、
ビ

ル
ブ
ロ
ー
ヵ
ー
に
と
っ
て
大
戦
期
コ
ー
ル
市
場
の
戦
略
拠
点
は
勃
興
す
る
東
京
市
場
に
あ
り
、
そ
こ
を
制
覇
し
う
る
か
否
か
が
、
そ
の

後
の
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
の
命
運
を
左
右
し
た
の
で
あ
る
。
東
西
両
市
場
に
お
け
る
藤
本
・
増
田
を
軸
と
す
る
市
場
戦
の
帰
趨
が
、
自
己

計
算
ビ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
の
経
営
軌
道
に
ど
の
よ
う
な
違
い
を
も
た
ら
し
た
か
、
そ
の
歪
糸
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
第
五
・
六
表
と

し
て
藤
本
・
増
田
両
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
の
東
京
・
大
阪
本
支
店
の
諸
勘
定
を
掲
げ
た
。
増
田
の
統
計
が
不
充
分
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ

っ
て
東
西
両
市
場
に
お
け
る
活
動
の
概
要
は
ほ
ぼ
つ
か
め
る
で
あ
ろ
う
。
大
正
三
、
四
年
と
七
、
八
年
を
屈
折
点
と
す
る
割
引
市
場
に

お
け
る
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
の
位
置
、
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
・
ハ
ウ
ス
化
の
動
き
に
ひ
か
り
を
あ
て
て
ふ
よ
う
。

大
正
初
年
の
三
井
物
産
不
正
手
形
事
件
と
そ
れ
に
つ
づ
く
才
賀
商
会
さ
ら
に
北
浜
銀
行
の
破
綻
の
も
と
深
刻
な
金
融
不
安
の
う
ち
つ

一
方
、
明
治
四
四
年
個
人
銀
行
の
改
組
に
よ
っ
て
新
生
し
た
増
田
ビ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
は
、
当
初
営
業
を
大
阪
一
円
に
限
っ
て
い
た

が
、
大
戦
期
コ
ー
ル
取
引
の
拡
大
に
と
も
な
っ
て
主
要
大
都
市
へ
の
支
店
進
出
を
開
始
し
た
。
大
正
五
年
東
京
、
六
年
名
古
屋
、
八
年

神
戸
、
九
年
門
司
へ
と
矢
次
ぎ
ぱ
や
に
支
店
を
新
設
し
、
戦
後
恐
慌
直
前
に
は
先
行
す
る
藤
本
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
と
同
一
の
支
店
網
を

も
つ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

「
慢
性
」
不
況
の
も
と
で
大
正
末
年
ま
で
に
横
浜
・
京
都
・
金
沢
・
福
島
・
岡
山
・
広
島
・
福
岡
・
熊
本
に
支
店
が
、
津
・
兵
庫
・
姫

路
・
徳
島
・
堺
・
泉
尾
に
派
出
所
が
新
設
さ
れ
、
関
東
以
西
の
主
要
地
方
大
都
市
を
網
羅
す
る
広
汎
な
支
店
網
が
構
築
さ
れ
る
に
至
っ

（
１
）
 

た
。
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づ
く
さ
な
か
、
大
正
三
年
大
戦
が
勃
発
し
、
そ
れ
を
境
に
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
は
我
が
世
の
春
を
讃
歌
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
四
年
末
に

か
け
て
の
第
一
の
飛
躍
は
、
藤
本
・
増
田
と
も
に
コ
ー
ル
を
取
り
入
れ
、
そ
れ
を
手
形
に
役
ず
る
と
い
う
ビ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
本
来
の
蓄

積
基
盤
を
強
化
す
る
体
の
も
の
で
あ
っ
た
。
大
正
初
年
の
金
融
不
安
の
な
か
で
、
ピ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
は
、
自
己
運
用
比
率
を
ひ
き
さ

げ
、
あ
た
か
も
仲
介
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
如
き
経
営
状
態
に
後
退
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
運
よ
く
大
戦
が
勃
発
し
、
遊
資
が
湧
出
し
、
コ

ー
ル
マ
ネ
ー
が
倍
増
す
る
な
か
で
、
自
己
運
用
比
率
を
引
き
上
げ
、
そ
れ
を
手
形
取
引
の
拡
大
に
む
け
て
い
っ
た
。
ビ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー

は
自
己
計
算
軌
道
を
回
復
す
る
過
程
で
手
形
取
引
を
倍
増
し
、
コ
ー
ル
市
場
と
手
形
市
場
の
資
金
交
流
に
積
極
的
姿
勢
を
と
っ
た
。
た

と
え
ば
、
大
正
四
年
の
コ
ー
ル
・
割
引
・
紡
繊
手
形
に
及
ぶ
広
汎
な
貸
出
金
利
協
定
は
、
ビ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
低
利
コ
ー
ル
に
よ
る
手

形
市
場
へ
の
参
入
を
阻
止
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
た
し
、
ビ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
は
紡
績
手
形
や
物
産
手
形
を
低
利
で
割
引
き
、
東
京
や

（
２
）
 

名
古
屋
へ
も
ち
こ
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
寡
占
的
封
鎖
網
を
突
破
し
た
の
で
あ
る
。

、
、

大
戦
初
期
の
遊
資
の
湧
出
す
る
な
か
で
、
ビ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
は
積
極
的
に
手
形
取
引
に
手
を
の
ば
し
、
ピ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
と
し
て
の

色
彩
を
澱
く
し
て
い
っ
た
が
、
そ
の
内
実
は
割
引
業
務
に
と
ど
ま
ら
ず
、
手
形
貸
付
を
半
ば
以
上
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
普
通
銀
行
に

お
い
て
手
形
割
引
と
手
形
貸
付
が
勘
定
の
う
え
で
明
確
に
分
け
ら
れ
た
の
は
大
正
五
年
に
至
っ
て
で
あ
る
。
藤
本
に
お
い
て
は
三
年
上

期
末
よ
り
既
に
両
者
は
分
離
さ
れ
て
報
告
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
比
電
は
ほ
ぼ
一
対
一
で
あ
っ
た
。
手
形
取
引
に
対
す
る
割
引
の
占
め

る
比
重
が
か
く
も
低
い
と
す
れ
ば
、
後
発
の
増
田
ピ
ル
ブ
ロ
ー
ヵ
ー
は
さ
ら
に
低
く
、
手
形
貸
付
に
重
心
が
か
か
っ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
藤
本
に
お
い
て
も
自
己
運
用
比
の
上
昇
と
と
も
に
手
形
取
引
を
拡
大
し
て
い
っ
た
が
、
そ
の
経
営
軌
道
は
コ
ー
ル
↓
手
形
割
引
↓

手
形
貸
付
と
い
う
長
短
金
融
を
架
橋
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
長
短
金
融
の
架
橋
と
い
う
困
難
な
問
題
を
孕
み
な
が
ら
も
、
大
戦
初
期
の

飛
躍
の
な
か
で
、
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
は
コ
ー
ル
↓
手
形
へ
と
む
か
う
資
金
媒
介
を
積
極
的
に
お
し
す
す
め
て
い
っ
た
。

大
戦
初
期
藤
本
が
大
阪
本
店
以
外
に
東
京
と
名
古
屋
に
支
店
を
も
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
増
田
は
大
阪
本
店
以
外
に
店
を
も
っ
て
い



5４ 
な
か
っ
た
。
大
正
四
年
の
都
市
大
銀
行
と
ビ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
の
金
利
協
定
を
め
ぐ
る
攻
防
の
な
か
で
、
東
京
市
場
が
脚
光
を
浴
び
、
東

京
支
店
を
も
つ
藤
木
が
先
行
利
得
を
独
占
し
た
。
藤
本
東
京
支
店
は
、
東
京
コ
ー
ル
市
場
勃
興
の
動
き
を
逸
速
く
察
し
、
そ
れ
ま
で
手

を
そ
め
な
か
っ
た
コ
ー
ル
取
引
に
力
を
注
ぎ
、
四
年
下
期
か
ら
五
年
上
期
に
か
け
て
自
己
計
算
ビ
ル
ブ
ロ
ー
ヵ
ー
と
し
て
の
経
営
基
盤

を
確
固
た
る
も
の
に
し
た
の
で
あ
る
。

出
遅
れ
た
増
田
ピ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
は
、
大
正
五
年
五
月
漸
く
東
京
へ
支
店
進
出
を
は
た
し
た
。
し
か
し
こ
の
と
き
す
で
に
東
京
コ
ー

ル
市
場
は
勃
興
Ⅱ
離
陸
を
開
始
し
、
未
曾
有
の
急
膨
張
の
口
火
は
切
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
、
藤
本
と
墹
田
さ
ら
に
奥
山
・
早
川
を
加

え
た
自
己
計
算
ピ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
市
場
戦
は
、
成
熟
期
を
む
か
え
た
大
阪
と
勃
興
期
に
突
入
し
た
東
京
と
い
う
二
大
コ
ー
ル
市
場
の

盛
衰
の
な
か
で
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

ま
ず
両
ビ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
根
拠
地
大
阪
に
お
け
る
市
場
戦
の
帰
趨
か
ら
ゑ
て
み
よ
う
。
東
京
市
場
の
急
拡
大
に
比
す
れ
ば
大
阪
市

場
の
拡
大
は
も
は
や
漸
進
的
な
も
の
に
す
ぎ
ず
成
熟
期
の
様
相
を
醸
す
。
こ
う
し
た
な
か
で
の
先
行
す
る
二
大
ビ
ル
ブ
ロ
ー
ヵ
ー
の
競

争
は
、
藤
本
に
対
す
る
増
田
の
追
撃
、
｜
歩
一
歩
増
田
が
差
を
つ
め
て
ゆ
く
過
程
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。
両
者
は
本
格
的
な
ピ
ル
プ
ロ

ー
カ
ー
と
し
て
コ
ー
ル
と
な
ら
ん
で
手
形
取
引
に
深
く
力
を
注
い
だ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
実
体
に
お
い
て
大
き
な
差
を
生
じ
つ
つ
あ
っ

た
。
そ
の
こ
と
は
、
増
田
の
自
己
運
用
比
率
が
七
年
末
に
至
る
ま
で
借
入
金
を
分
母
に
加
え
て
も
な
お
か
な
り
低
か
っ
た
こ
と
、
さ
ら

に
手
形
取
引
全
体
に
対
す
る
割
引
の
比
率
を
と
っ
て
み
る
と
、
藤
本
が
二
割
水
準
か
ら
五
割
水
準
へ
筒
ま
り
つ
つ
あ
る
の
に
、
墹
田
は

二
割
を
割
る
水
準
に
低
迷
し
、
そ
の
差
は
ひ
ら
く
一
方
で
あ
っ
た
こ
と
、
こ
の
二
点
に
集
約
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
増
田
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ

ー
は
本
拠
地
大
阪
に
お
い
て
も
未
だ
安
定
し
た
自
己
計
算
経
営
を
確
立
し
え
な
か
っ
た
と
は
い
え
よ
う
。
自
己
運
用
比
が
五
割
を
こ
え

た
の
は
、
実
に
八
年
に
入
っ
て
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
手
形
割
引
に
お
い
て
藤
本
の
厚
い
壁
を
崩
す
こ
と
が
で
き
ず
、
手
薄
な
手
形
貸
付

に
活
路
を
見
出
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
一
方
の
藤
本
大
阪
支
店
は
手
形
割
引
に
確
固
た
る
基
盤
を
築
い
た
が
、
そ
の
拡
大
も
大
正
七
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第５表第一次大戦期藤本ピルプローカーの東京・大阪両店諸勘定
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第６表第一次大戦期増田ピルプローカーの東京・大阪両店諸勘定

（期末残高千円）

森lE三三ii蕊鍛金|蕊|薊・噺橇。
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比率
Ｃ/(Ｃ＋Ｄ） 

量21
29:！ 

５年12月

６年６月

１２月

７年６月

１２月

８年６月

１２月

9年３月

（1,742)10,421 

（2,212)13,918 

（2,747)14,799 
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０
》
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５年12月
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１２月
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１２月
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２５６８１ 

５
０
３
０
９
６
２
６
 

４
７
７
５
３
３
７
１
 

２
６
１
６
７
２
１
５
 

９
９
１
９
、
？
Ｊ

１
２
１
３
４
５
４
 

８７２ 

１，４５９ 

435 
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1,280 
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８１４ 
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鯛
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7,028， 
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６，１１４ 

１，５２５ 
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６，０４９ 

５，７８９ 

東

3,420 

8,160 

2,690 

1,850 

京

(1)『大阪銀行通信録』「組合銀行報告」より。

(2)大阪の「報告」では，手形割引と手形貸付の区別がない。大阪本店の手形割

引高を推定するために，Ｃ欄に本支店総計一東京支店を（）として掲げ，そ
れにもとずいて割引比率も算出した。

(3)その他諸預金の大半はコールマネー＋借入金と考え，再コール比率を算出し
た。大阪の場合はコールローンが諸貸出として表示されており，その再コール

比率は，諸貸出/その他諸預金であるから，誤差が大きいかもしれない。

確
立
し
た
の
ち
急
成
長
を
と

大
正
四
年
に
自
己
計
算
経
営
を

が
い
か
に
驚
異
的
な
も
の
で
あ

第
五
表
を
染
る
な
ら
ば
、
東

京
コ
ー
ル
市
場
に
お
け
る
藤
本

年
に
は
は
や
く
も
限
界
に
達

し
、
停
滞
軌
道
に
移
行
し
つ
つ

あ
っ
た
。
大
阪
市
場
に
お
け
る

こ
の
手
詰
り
の
な
か
で
藤
本

は
、
増
田
が
活
路
を
見
出
し
た

手
形
貸
付
へ
力
を
注
ぐ
と
い
う

途
よ
り
も
む
し
ろ
勃
興
す
る
東

京
市
場
の
育
成
・
制
珊
に
全
力

を
投
球
す
る
戦
略
を
と
っ
た
の

で
あ
る
。

ビ
ル
プ
ロ

る
。
新
興
の
藤
本
東
京
支
店
は

っ
た
か
深
く
印
象
づ
け
ら
れ

カ
ー
支
店
の
成
長
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げ
、
六
年
末
に
は
コ
ー
ル
取
引
に
お
い
て
大
阪
支
店
を
う
わ
ま
わ
り
、
八
年
上
期
末
に
は
つ
い
に
手
形
取
引
に
お
い
て
も
大
き
く
凌
駕

す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
増
田
ビ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
は
大
正
五
年
五
月
に
東
京
支
店
を
開
設
し
、
七
年
に
は
早
く
も
自
己
計
算
経
営

へ
の
飛
躍
を
敢
行
し
追
撃
体
制
を
固
め
た
が
、
コ
ー
ル
あ
る
い
は
借
入
金
の
吸
収
が
芳
し
く
な
く
、
ま
た
ピ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
の
本
領
と

も
い
う
べ
き
手
形
割
引
へ
は
ほ
と
ん
ど
参
入
し
え
な
か
っ
た
。
か
ろ
う
じ
て
手
形
貸
付
に
お
い
て
み
る
べ
き
成
果
を
挙
げ
た
に
と
ど
ま

っ
た
。
こ
の
と
き
驚
く
べ
き
こ
と
に
藤
本
東
京
支
店
は
、
手
形
割
引
に
お
い
て
実
に
一
○
倍
、
手
形
貸
付
に
お
い
て
三
倍
を
こ
え
る
膨

張
を
達
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
勃
興
す
る
東
京
コ
ー
ル
市
場
を
め
ぐ
る
市
場
戦
は
、
藤
本
が
次
第
に
巨
大
化
し
て

ゆ
く
の
に
増
田
は
そ
の
陰
で
つ
い
に
小
人
の
ま
ま
に
と
ど
ま
る
と
い
う
苛
酷
な
終
末
を
む
か
え
た
の
で
あ
る
。

藤
本
が
東
京
の
手
形
割
引
に
深
く
く
い
こ
む
こ
と
に
よ
っ
て
停
滞
を
脱
し
、
新
た
な
飛
躍
を
と
げ
た
の
に
対
し
、
増
田
は
コ
ー
ル
↓

手
形
割
引
か
ら
な
る
資
金
連
関
を
断
念
し
、
手
形
貸
付
に
深
入
り
す
る
こ
と
に
活
路
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ち
が
い
が
、
大
戦

後
期
両
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
が
自
己
運
用
比
を
一
層
高
め
、
証
券
投
資
に
力
を
入
れ
、
ポ
ン
ド
・
ハ
ウ
ス
へ
傾
斜
し
た
さ
い
、
両
者
の
経

営
軌
道
に
弾
力
性
の
差
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
藤
本
は
コ
ー
ル
↓
手
形
割
引
↓
手
形
貸
付
↓
証
券
投
資
へ
と
割
引
市

場
と
証
券
市
場
を
連
続
的
・
段
階
的
に
む
す
ん
だ
の
に
対
し
、
増
田
は
長
短
金
融
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
架
橋
す
る
コ
ー
ル
↓
手
形
貸
付
↓

証
券
投
資
と
い
う
短
絡
的
な
経
営
軌
道
を
と
っ
た
。
短
期
Ⅱ
商
業
信
用
と
長
期
Ⅱ
資
本
信
用
の
あ
い
だ
に
ひ
ろ
が
る
溝
を
藤
本
が
い
く

つ
も
の
弾
力
弁
を
置
き
な
が
ら
架
橋
し
て
い
っ
た
の
に
対
し
、
増
田
は
た
だ
ひ
と
つ
流
動
性
の
劣
る
手
形
貸
付
な
る
調
節
弁
を
あ
い
だ

に
コ
ー
ル
と
有
価
証
券
を
む
す
び
つ
け
た
の
で
あ
る
。
ビ
ル
ブ
ロ
ー
ヵ
ー
に
と
っ
て
、
ひ
と
た
び
証
券
市
場
が
崩
壊
す
る
や
、
こ
の

調
節
弁
の
有
無
、
弾
力
性
の
差
が
明
暗
を
分
け
る
。
そ
の
好
個
の
事
例
が
大
正
九
年
の
増
田
ピ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
の
破
綻
に
他
な
ら
な

１
．
 

１
Ｖ
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厚
糸
を
ま
し
た
確
立
期
コ
ー
ル
市
場
と
勃
興
期
の
割
引
・
証
券
市
場
と
が
交
叉
す
る
と
こ
ろ
で
、
藤
本
・
増
田
両
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー

は
市
場
間
の
相
互
交
流
を
は
か
る
転
轍
器
と
化
す
こ
と
に
よ
っ
て
飛
躍
的
な
成
長
を
と
げ
た
が
、
そ
の
過
程
で
両
者
の
経
営
軌
道
Ⅱ
弾

力
性
に
乖
離
が
生
じ
た
。
藤
本
は
手
形
割
引
を
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
入
ウ
ス
化
と
ポ
ン
ド
・
ハ
ウ
ス
化
の
一
一

つ
の
可
能
性
を
も
っ
た
の
に
、
増
田
は
手
形
割
引
に
重
き
を
お
か
ず
ポ
ン
ド
・
ハ
ウ
ス
化
の
途
を
一
気
に
つ
き
す
す
ん
だ
。
こ
の
よ
う

な
代
表
的
自
己
計
算
ビ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
の
う
ち
に
現
わ
れ
た
経
営
軌
道
の
乖
離
が
何
故
生
れ
た
の
か
、
一
」
の
問
を
欠
い
て
は
、
そ
の
構

造
上
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
え
な
い
。
増
田
が
手
形
割
引
に
重
き
を
お
か
ず
、
手
形
貸
付
↓
証
券
投
資
の
途
を
辿
っ
た
の
は
、
投
資
商
会

を
め
ざ
し
た
積
極
的
な
資
産
選
択
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
競
争
上
や
む
を
え
ざ
る
選
択
で
あ
っ
た
の
か
。
経
営
戦
略
を
そ
の
内
部

か
ら
明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
そ
れ
を
制
約
す
る
大
戦
期
手
形
割
引
市
場
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
さ
ら
に
検
討
を
試
み
よ
う
。

第
二
表
に
よ
っ
て
、
大
正
八
年
末
五
つ
の
ビ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
銀
行
の
手
形
取
引
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
手
形
割
引
に
お
い
て
藤
本
、

手
形
貸
付
に
お
い
て
藤
本
・
増
田
が
牛
耳
り
、
東
京
系
の
柳
田
・
早
川
・
商
業
の
い
ず
れ
も
コ
ー
ル
取
引
の
成
果
に
比
べ
れ
ば
、
手
形

取
引
に
ほ
と
ん
ど
参
入
し
え
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
自
己
計
算
と
し
て
参
入
し
た
早
川
に
お
い
て
さ
え
、
手
形
取
引
は
全
く
見
る

べ
き
成
果
を
挙
げ
て
お
ら
ず
、
コ
ー
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
域
を
脱
し
て
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
の
手
形
市
場
へ
の
参
入

の
成
否
は
、
東
西
両
市
場
へ
の
参
入
の
遅
速
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
決
ま
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
先
行
す
る
藤
本
が
優
良
手
形
を
開
拓

し
、
割
引
市
場
の
シ
ェ
ア
ー
を
高
め
、
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
・
ハ
ウ
ス
へ
の
色
彩
を
強
め
る
に
と
も
な
い
、
す
ぐ
後
を
追
行
す
る
増
田

は
、
手
形
割
引
市
場
へ
の
参
入
が
ま
す
ま
す
困
難
と
な
り
、
手
形
貸
付
へ
活
路
を
見
出
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
増
田
よ
り
も
さ
ら
に

数
年
後
れ
て
参
入
し
た
東
京
系
ピ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
は
も
は
や
手
形
市
場
に
参
入
の
余
地
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
藤
本
と
増
田
と

早
川
・
柳
田
・
商
業
の
三
者
の
経
営
軌
道
上
の
分
化
は
、
ビ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
相
互
の
苛
酷
な
市
場
戦
に
よ
る
止
む
を
え
ざ
る
選
択
で
あ

っ
た
と
一
応
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
ピ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
競
争
に
と
っ
て
情
報
力
と
信
用
力
の
差
が
決
定
的
な
影
響
を
も
つ
。
と
く
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に
、
新
た
な
優
良
手
形
を
発
掘
し
た
り
、
そ
れ
を
市
場
に
ひ
ろ
く
売
り
出
す
手
形
市
場
取
引
に
お
い
て
は
、
倫
川
・
情
報
力
に
優
れ
た

ビ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
に
シ
ニ
ア
ー
が
集
中
し
や
す
い
。

し
か
し
、
手
形
市
場
に
お
い
て
優
良
な
商
業
手
形
が
量
的
に
膨
張
し
つ
づ
け
る
な
ら
ば
、
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
の
参
入
は
容
易
と
な

り
、
ガ
リ
輔
〈
１
型
市
場
構
造
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
と
ば
優
良
手
形
の
市
場
形
成
力
に
か
か
わ
る
。
と
す
れ
ば
問
題
は
、
大
正

八
年
夏
日
銀
再
割
優
遇
を
テ
コ
と
す
る
上
か
ら
の
手
形
割
引
市
場
の
創
設
に
お
い
て
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
は
如
何
な
る
地
位
・
役
割
を
与

え
ら
れ
た
か
、
こ
こ
に
絞
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

大
正
八
年
五
月
末
ま
ず
銀
行
引
受
手
形
日
銀
再
割
引
優
遇
制
が
発
動
さ
れ
、
多
く
の
銀
行
引
受
貿
易
・
金
融
手
形
が
市
場
に
出
廻
っ

（
３
）
 

た
が
、
そ
の
市
場
形
成
に
ビ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
は
大
き
な
役
割
を
果
し
た
。
一
兀
来
、
日
本
に
お
け
る
銀
行
引
受
手
形
の
「
濫
鵤
」
は
、
大

正
三
年
一
○
月
台
湾
銀
行
「
引
受
に
係
る
製
糖
会
社
振
出
手
形
を
藤
本
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
銀
行
の
手
に
依
り
、
東
京
・
大
阪
両
市
場
に

売
出
さ
し
め
」
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
ま
た
八
年
六
月
か
ら
売
出
さ
れ
た
特
殊
銀
行
お
よ
び
一
流
銀
行
引
受
の
貿
易
手
形
あ
る
い
は
金

融
手
形
の
市
中
割
引
に
、
藤
本
を
中
心
と
す
る
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
が
重
要
な
役
割
を
果
し
た
こ
と
は
、
銀
行
引
受
手
形
の
市
中
割
引
率

決
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
ビ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
割
引
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
輸
入
貿
易
に

発
す
る
銀
行
引
受
手
形
（
十
五
日
期
限
）
の
割
引
金
利
は
、
片
落
計
算
で
「
紡
績
手
形
に
比
し
約
二
厘
五
毛
乃
至
一
一
一
厘
安
」
の
低
利
で

あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
「
之
を
買
入
れ
た
る
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
於
て
は
之
れ
を
コ
ー
ル
の
担
保
以
外
に
は
使
用
の
途
な
き
為
め
」
「
自
然
．

（
４
）
 

－
ル
歩
く
口
を
標
準
」
と
し
て
割
引
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
銀
行
引
受
手
形
の
市
場
形
成
は
、
全
国
各
地
の
地
方
銀
行

と
の
コ
ー
ル
取
引
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
ビ
と
フ
ロ
ー
カ
ー
の
広
汎
な
取
引
網
に
依
拠
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
て
可
能
と
な
っ
た
と
い

っ
て
過
言
で
は
な
い
。
と
く
に
情
報
・
信
用
力
な
ら
び
に
取
引
網
に
お
い
て
他
を
大
き
く
圧
倒
す
る
藤
本
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
が
、
銀
行

（
５
）
 

引
受
手
形
の
市
中
割
引
に
大
き
な
シ
ニ
ア
ー
を
占
め
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
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と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら
二
ヶ
月
後
の
八
年
八
月
実
施
に
移
さ
れ
た
横
浜
正
金
銀
行
ス
タ
ン
プ
手
形
の
売
出
し
に
お
い
て
、
事
態
は
暗
転

す
る
。
ス
タ
ン
プ
手
形
日
銀
再
割
優
遇
は
当
初
横
浜
正
金
に
の
み
適
用
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
正
金
ス
タ
ン
プ
手
形
の
市
中
売
出
し
を
独

占
す
べ
く
普
通
銀
行
は
そ
の
割
引
先
を
限
定
す
る
よ
う
求
め
て
き
た
。
も
し
割
引
先
を
限
定
し
な
け
れ
ば
、
紡
績
・
保
険
会
社
あ
る
い

（
６
）
 

は
地
方
銀
行
の
大
口
預
金
が
引
出
さ
れ
、
ス
タ
ン
プ
手
形
へ
流
出
し
、
施
行
後
半
年
の
預
金
金
利
協
定
の
基
礎
が
崩
さ
れ
て
し
ま
う
と
・

大
蔵
省
が
戦
後
整
理
に
む
け
て
公
定
歩
合
の
引
上
げ
に
強
硬
に
抵
抗
す
る
な
か
で
日
銀
は
「
金
利
自
然
主
義
」
を
標
傍
し
、
市
場
金

（
７
）
 

利
の
上
昇
に
あ
わ
せ
て
正
金
ス
タ
ン
プ
手
形
の
市
中
売
出
し
金
利
の
引
上
げ
を
か
ろ
う
じ
て
実
行
し
』
え
た
。
そ
の
た
め
銀
行
引
受
手
形

や
ス
タ
ン
プ
手
形
な
ど
の
市
中
金
利
に
対
し
、
公
定
歩
合
や
そ
れ
と
連
動
す
る
預
金
金
利
が
低
く
め
に
抑
え
ら
れ
、
そ
の
歪
承
か
ら
新

た
な
資
金
シ
フ
ト
が
生
じ
つ
つ
あ
っ
た
。
と
く
に
預
金
流
出
の
打
撃
を
も
ろ
に
受
け
る
一
流
大
銀
行
が
中
心
と
な
っ
て
、
大
阪
組
合
銀

行
は
割
引
先
を
市
中
銀
行
に
限
る
よ
う
働
き
か
け
た
が
「
地
方
銀
行
を
も
除
外
せ
よ
と
の
得
手
勝
手
」
も
な
ら
ず
、
結
局
横
浜
正
金
銀

（８）（皿）
行
に
対
し
て
「
銀
行
以
外
に
は
売
渡
さ
ざ
る
」
よ
う
強
く
求
め
た
。

大
正
七
年
末
預
金
金
利
協
定
は
特
殊
銀
行
を
中
心
と
す
る
高
利
預
金
争
奪
戦
の
息
の
根
を
ひ
と
ま
ず
止
め
る
の
に
成
功
し
た
が
、
そ

の
た
め
に
特
殊
銀
行
は
半
ば
預
金
が
流
出
し
、
コ
ー
ル
や
日
銀
に
依
存
す
る
不
安
定
な
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
外
国
為
替
Ⅱ

特
殊
銀
行
の
経
営
危
機
を
た
だ
す
新
た
な
資
金
調
達
方
式
が
銀
行
引
受
・
ス
タ
ン
プ
手
形
の
導
入
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
市
中

銀
行
か
ら
大
口
預
金
が
大
量
に
流
出
し
て
は
、
行
き
過
ぎ
で
あ
っ
た
ろ
う
。
一
流
大
銀
行
よ
り
大
口
預
金
の
流
出
を
誘
発
せ
ず
、
な
お

か
つ
横
浜
正
金
を
は
じ
め
と
す
る
特
殊
銀
行
に
よ
る
為
替
資
金
の
安
定
的
市
場
調
達
が
可
能
に
な
る
妥
協
の
途
が
、
横
浜
正
金
と
一
流

大
銀
行
と
の
間
で
模
索
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
「
日
本
銀
行
の
希
望
」
も
あ
っ
て
正
金
ス
タ
ン
プ
手
形
は
「
・
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
仲
介
を
経
ず
し

（
９
）
 

て
正
金
よ
り
直
接
一
流
銀
行
に
売
出
す
」
こ
と
に
決
し
た
。
排
除
さ
れ
た
ピ
ル
．
ブ
ロ
ー
カ
ー
銀
行
は
、
銀
行
引
受
手
形
の
実
繊
を
踏
ま

（
叩
）

鯵
Ｚ
、
横
浜
正
金
に
強
硬
な
抗
議
を
申
入
れ
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
「
地
方
銀
行
の
仲
介
を
な
す
場
合
に
限
り
」
ピ
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ル
プ
ロ
ー
カ
ー
の
買
入
れ
が
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
「
地
方
銀
行
へ
の
売
行
を
幾
分
抑
制
」
す
る
た
め
に
、
手
形
額
面
「
最
低
五
万

（
蛇
）

円
を
拾
万
円
」
へ
と
引
上
げ
る
条
件
を
呑
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
「
正
金
手
形
の
流
通

額
は
殆
ど
都
会
に
於
け
る
普
通
銀
行
の
コ
ー
ル
額
に
限
ら
」
れ
、
「
其
の
流
通
範
囲
を
縮
小
せ
し
む
る
」
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
点
に

（
皿
）

つ
い
て
当
時
す
で
に
「
正
金
手
形
に
限
り
．
ブ
ロ
ー
カ
ー
を
除
名
す
る
は
証
券
市
場
の
拡
張
と
い
ふ
趣
】
ロ
に
も
反
す
る
も
の
な
り
」
と
的

を
射
た
論
評
が
な
さ
れ
て
い
た
。

銀
行
引
受
手
形
と
ス
タ
ン
プ
手
形
の
導
入
は
上
か
ら
割
引
市
場
を
創
設
し
よ
う
と
い
う
画
期
的
な
事
件
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
日
本
の

信
用
機
構
を
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
沿
っ
て
根
幹
か
ら
再
編
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
市
場
原
理
に
生
き
る
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ

ー
を
生
か
さ
な
く
て
は
事
の
成
就
は
む
ず
か
し
い
。
そ
の
第
一
弾
で
あ
る
銀
行
引
受
手
形
の
導
入
に
さ
い
し
、
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
は
そ

の
市
中
売
出
し
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
全
国
に
ひ
ろ
が
る
広
汎
な
地
方
銀
行
群
を
む
す
ぶ
再
割
引
市
場
が
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
を

中
軸
と
し
て
次
第
に
形
を
と
と
の
え
て
い
っ
た
。
市
場
原
理
に
拠
っ
た
地
方
銀
行
群
ｌ
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
の
攻
勢
Ⅱ
包
囲
網
に
対
し

て
、
一
流
都
市
銀
行
は
、
第
二
弾
Ⅱ
ス
タ
ン
プ
手
形
の
導
入
に
お
い
て
、
日
銀
を
．
〈
ツ
タ
に
、
特
殊
銀
行
と
の
閉
鎖
的
な
直
接
取
引
領

域
を
死
守
す
べ
く
反
撃
に
転
じ
た
。
こ
の
反
撃
に
よ
っ
て
、
地
方
銀
行
ｌ
ピ
ル
．
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
需
要
Ⅱ
市
場
形
成
は
大
き
な
制
肘
を
課

せ
ら
れ
、
創
設
期
割
引
市
場
の
中
央
部
に
、
一
流
都
市
銀
行
と
特
殊
銀
行
か
ら
な
る
閉
鎖
的
な
直
接
取
引
空
間
が
築
か
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
制
肘
に
よ
っ
て
、
寡
占
的
な
「
相
対
」
取
引
領
域
へ
の
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
の
参
入
を
阻
止
し
え
た
が
、
そ
れ
は
地
方
銀
行
ｌ

ビ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
に
よ
る
勃
興
す
る
新
市
場
を
犠
牲
に
し
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

開
か
れ
た
市
場
原
理
を
軸
と
す
る
地
方
銀
行
ｌ
ピ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
連
合
と
閑
さ
れ
た
直
接
取
引
を
希
求
す
る
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
銀
行
の

対
立
の
も
と
で
は
、
創
設
さ
れ
た
割
引
市
場
も
溌
刺
と
し
た
成
長
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
し
、
そ
の
た
め
ビ
ル
ブ
ロ
ー
ヵ
ー

の
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
・
ハ
ウ
ス
化
も
、
は
や
く
も
頭
う
ち
に
終
る
力
弱
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
不
安
定
な
市
場
形
成
の
も
と
で
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は
、
抜
群
の
信
用
・
情
報
・
資
金
力
を
誇
る
藤
本
ピ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
に
優
良
手
形
は
集
中
Ｌ
追
行
す
る
増
田
ビ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
は
手

形
割
引
へ
の
参
入
は
む
ず
か
し
く
手
形
貸
付
に
活
路
を
見
出
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
し
、
さ
ら
に
後
行
す
る
大
半
の
ピ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー

は
手
形
市
場
へ
の
参
入
を
果
せ
ず
、
コ
ー
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
途
を
辿
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
１
）
『
藤
本
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
証
券
株
式
会
社
三
十
年
史
』
（
昭
和
二
年
）
に
よ
る
。

（
２
）
拙
稿
「
第
一
次
大
戦
期
金
利
協
定
と
都
市
金
融
市
場
（
上
と
『
金
融
経
済
』
一
八
八
号
、
昭
和
五
六
年
六
月
、
を
み
よ
。

（
３
）
『
台
湾
銀
行
四
十
年
誌
』
（
昭
和
十
四
年
）
二
○
三
頁
。

（
４
）
『
日
本
銀
行
調
査
月
報
』
大
正
八
年
六
月
（
『
日
本
金
融
史
資
料
明
治
大
正
編
』
第
二
○
巻
二
七
二
頁
）
。

（
５
）
「
日
本
銀
行
調
査
月
報
」
に
は
、
大
正
八
年
六
月
山
口
銀
行
神
戸
支
店
引
受
満
州
輸
入
手
形
、
同
年
一
○
月
横
浜
正
金
東
京
支
店
一
三
○
万
二

千
円
、
台
銀
東
京
支
店
三
六
二
万
九
千
円
を
藤
本
ピ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
が
取
扱
っ
た
こ
と
が
印
さ
れ
て
い
る
。
最
後
の
台
銀
引
受
手
形
に
つ
い
て
は

朝
鮮
銀
行
の
他
も
取
扱
っ
た
が
詳
細
は
不
明
。

（
６
）
日
銀
大
阪
支
店
「
預
金
協
定
確
守
卜
紡
績
会
社
ノ
預
金
引
出
等
二
付
報
告
」
『
大
阪
支
店
特
別
報
告
（
金
融
）
』
（
自
大
正
七
年
至
全
十
年
）
よ

り
。
大
阪
市
中
に
三
千
万
円
の
預
金
を
も
つ
大
日
本
紡
縦
会
社
が
預
金
金
利
引
上
げ
の
強
談
判
の
拳
に
出
、
横
浜
正
金
に
ス
タ
ン
プ
手
形
の
購
入

（
７
）
「
輸
出
手
形
利
上
Ｉ
金
利
統
一
の
破
壊
」
『
中
外
商
業
新
報
』
大
正
八
年
八
月
二
七
日
よ
り
。

（
８
）
日
銀
大
阪
支
店
「
預
金
協
定
確
守
卜
紡
紙
会
社
ノ
預
金
引
出
等
二
付
報
告
」
前
記
資
料
所
収
。

（
９
）
「
輸
出
手
形
竈
出
成
鐵
ｌ
効
果
尚
微
妙
」
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
大
死
八
年
八
月
二
一
日
・

（
、
）
「
新
手
形
流
通
米
し
」
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
大
正
八
年
八
月
一
七
日
。

（
、
）
『
日
本
銀
行
調
査
月
報
』
大
正
八
年
八
月
（
『
日
本
金
融
史
資
料
明
治
大
正
編
』
第
二
○
巻
、
一
二
○
七
頁
）
。
上
記
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
記

事
で
は
、
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
銀
行
の
自
己
計
算
買
入
れ
も
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
と
れ
る
が
、
Ｅ
」
で
は
日
銀
『
月
報
』
に
従
っ
た
。

（
、
）
日
銀
大
阪
支
店
「
預
金
協
定
確
守
ト
紡
績
会
社
ノ
預
金
引
出
等
二
付
報
告
」
前
記
資
料
所
収
。

（
過
）
「
新
手
形
流
通
範
囲
」
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
大
正
八
年
八
月
一
二
日
。

り
。
大
阪
市
中
に
一
三

を
打
診
し
た
と
い
う
。
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お
わ
り
に

大
戦
期
金
融
市
場
の
飛
躍
的
発
展
の
な
か
で
、
ピ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
は
市
場
を
牽
引
す
る
ト
レ
ー
ガ
ー
と
し
て
質
量
と
も
に
大
き
な
拡

充
を
み
た
。
彪
大
な
貨
幣
資
本
の
累
積
は
、
全
国
的
な
コ
ー
ル
市
場
の
確
立
、
念
願
の
手
形
割
引
市
場
の
創
設
、
よ
り
開
か
れ
た
証
券

市
場
の
勃
興
を
同
時
に
惹
き
起
し
、
明
治
変
革
以
来
五
○
年
を
か
け
た
近
代
的
信
用
機
構
の
構
築
の
試
み
は
大
き
な
ピ
ー
ク
を
む
か
え

る
に
至
っ
た
。
コ
ー
ル
、
手
形
、
証
券
の
全
領
域
を
お
お
う
市
場
機
構
の
勃
興
に
と
も
な
っ
て
、
そ
れ
を
担
う
ビ
ル
ブ
ロ
ー
ヵ
ー
は
、

一
方
で
仲
介
コ
ー
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
群
が
新
規
に
参
入
し
、
他
方
で
自
己
計
算
ピ
ル
．
フ
戸
－
カ
ー
が
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
・
ハ
ウ
ス
あ
る
い

は
ポ
ン
ド
・
ハ
ウ
ス
へ
転
身
し
、
そ
の
経
営
基
盤
は
著
し
く
多
様
化
し
強
化
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
ビ
ル
ブ
ロ
ー
ヵ
ー
を
ひ
と
つ
の
牽

引
力
と
し
て
発
展
す
る
市
場
機
構
も
、
遂
に
そ
の
中
枢
部
位
に
強
固
に
根
を
は
る
巨
大
銀
行
間
の
閉
鎖
的
な
「
相
対
」
Ⅱ
特
約
取
引
空

間
と
抵
触
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
達
す
る
。
こ
の
両
力
の
矛
盾
対
抗
も
、
貨
幣
資
本
の
潤
沢
な
流
入
が
あ
る
か
ぎ
り
双
方
と
も
共
存

が
可
能
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
好
条
件
が
消
滅
す
る
に
と
も
な
い
次
第
に
緊
迫
し
た
も
の
と
な
る
。
大
正
七
年
末
の
預
金
金
利
協
定
と

八
年
夏
の
手
形
割
引
市
場
創
設
を
め
ぐ
っ
て
、
両
原
理
の
指
導
争
い
は
ピ
ー
ク
に
達
す
る
。
こ
の
過
程
で
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
は
巨
大
銀

行
の
包
囲
網
に
次
第
に
包
摂
さ
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
大
戦
期
ピ
ル
ブ
ロ
ー
ヵ
ー
の
経
営
は
ビ
ル
．
ブ
ロ
ー
カ
ー
か
ら
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン

ト
・
ハ
ウ
ス
あ
る
い
は
ポ
ン
ド
・
ハ
ウ
ス
ヘ
と
い
う
二
元
的
な
軌
道
を
描
い
て
い
た
か
ら
、
両
原
理
の
指
導
権
争
い
は
短
期
金
融
市
場

と
な
ら
ん
で
長
期
の
証
券
市
場
で
も
展
開
さ
れ
た
。
そ
し
て
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
の
金
融
は
コ
ー
ル
↓
手
形
↓
証
券
へ
と
長
短
金
融
を
む

す
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
証
券
へ
の
架
橋
の
成
否
に
よ
っ
て
ピ
ル
ブ
ロ
ー
ヵ
ー
の
発
展
は
大
き
く
制
約
さ
れ
る
。
大
正
九
年
の
大
恐

慌
の
ひ
き
が
ね
と
な
っ
た
増
田
ビ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
破
綻
は
そ
の
大
き
な
帰
結
に
他
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
大
戦
期
証
券
市
場
へ
の
ビ

ル
・
フ
ロ
ー
カ
ー
の
参
入
は
、
巨
大
銀
行
と
現
物
商
と
の
対
抗
の
も
と
で
行
わ
れ
た
こ
と
に
留
意
す
る
な
ら
ば
、
ピ
ル
ブ
ロ
ー
ヵ
ー
の
経

営
軌
道
を
め
ぐ
る
最
後
の
詰
め
感
巨
大
銀
行
と
現
物
商
・
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
の
対
抗
の
帰
趨
を
問
う
別
稿
に
譲
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

（
’
九
八
一
一
・
九
・
四
脱
稿
、
八
一
一
一
・
六
・
一
一
一
改
稿
）


